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1/-
共通

Ｇ

Ｇ

4

地
業
工
事

・ 支持地盤等 (4.2.1)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)・杭基礎

・図示による(　　　　　  　) 　・

・直接基礎

種類

・

　 地業

・ 既製コンクリート杭 (4.3.3)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

鋼管厚

杭先端部形状　　

寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分)

本　杭

試験杭

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

備　考
長期設計支

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

試験杭の位置　　

試験杭

杭周固定液　　

α=（　　　）、β=（　　   　）、γ=（          ）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

(4.3.3)(4.3.6)(7.2.5)

・セメントミルク工法 (4.2.2)(4.3.1)(4.3.4)

掘削深さ

・図示による(　　　　　　) 　・

杭の支持層への根入れ深さ

杭の継手の工法　　

・機械式継手　

検査

杭頭の処理等

施工

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

組み立てた鉄筋の節ごとの継手 (4.5.4)(5.3.4)

・ 鋼杭地業 材料、寸法、継手等

・特定埋込杭工法

形状　　

・機械式継手　

(4.4.3)(4.4.5)(7.2.5)

検査

施工

(4.3.8)(4.4.6)

・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所　　・

・再生クラッシャラン

・ 砂利地業 材料 (4.6.2)

砂利厚さ　　

厚さ　　

(4.6.3)

設計基準強度　　

スランプ　　

(4.6.4)

(4.6.4)(6.14.1)

・ 床下防湿層

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

(4.6.5)

材料

鉄
筋
工
事

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・ SD295

・ SD345

・

・

・ 鉄筋 鉄筋の種類等 (5.2.1)

網目寸法、鉄線の経 (㎜) 使 用 部 位

鉄線の形状等・ 溶接金網 (5.2.2)

鉄筋の継手の方法等・ 鉄筋の継手 (5.3.4)(5.5.3)(5.6.3)

(5.3.4)

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

・ 鉄筋のかぶり厚さ

耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

・

(5.3.5)最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

 　及び間隔

・適用箇所(　　　　　　　　　)

試験杭の位置　　

試験杭

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

工法

溶接材料　　

杭の継手の工法

・溶接継手

備　考

　(溶接金網を含む)

杭の傾斜　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

杭の傾斜　　

・ 捨コンクリート地業

柱及び梁の主筋にD29以上の使用

  主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・行う

・行わない

位置等　

継手位置

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)

支持地盤の位置及び土質(基礎底部の位置含む)

各部配筋

施工範囲

施工範囲

種　類 種類の記号

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

(3.2.1)

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

・1/100以内　　・

(4.3.8)

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・

・JIS A 5525による　・　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

帯筋　　

　 コンクリート杭地業

・ 場所打ち

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　　　・

※高炉セメントB種　　　・

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　　

・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　・使用する　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

工法 (4.5.1)(4.5.5）

構造体強度補正値

・A種　・B種

※60㎜ 　・　

※50㎜　・　

※18N/㎜　・

※15㎝又は18㎝　・　　

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・

・処理しない

・アーク溶接継手　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

併用する工法

・図示による(　　　　　　)

・使用する　・使用しない

工法

(4.5.4)

セメントの種類　　

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4(1)表4.1）

※図示による

(4.6.2)

(4.2.2)(4.4.3)(4.4.5)

※重ね継手　　　重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）

※評定等により定められた項目

※評定等をされた施工管理基準による

※評定等を受けた工法

・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の補強リング

寸法等

・ 各部配筋

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・図示による(　　　　　　) 　・

・

・図示による(　　　　　　) 　・

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

・図示による(　　　　　　) 　・

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

杭の傾斜　　

杭頭の処理等

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・処理しない

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・図示による(　　　　　　) 　・

・基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

※評定等により定められた項目

※評定等をされた施工管理基準による

※評定等を受けた工法

・

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）6.2帯筋(2)(ウ)⑥(ロ)）

・図示による（　　　）

・

・あり　使用箇所(　　　　　　　　　)

施工範囲

試験杭の位置　　

試験杭

・図示による(　　　　　  　) 　・

工法

工法

・図示による(　　　　　　)

・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

・図示による(　　　　　　)

(mm) 持力(kN/本)

上杭

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

2

本　杭

試験杭

軸径

(mm)

拡底径

(mm)

(4.2.2)(4.3.1)(4.3.5)

・図示による(　　　　　　)　　・

・評定等の評定内容による

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・ SD295

・ SD345

鉄筋の種類 (4.5.4)

備　考

・評定等の評定内容による

・地盤の載荷試験 (4.2.4)

ｾｯﾄ数
杭径

(mm)

溶接材料　　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

継手数種類
コンクリート

強度(N/mm )

杭長

(m)

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

  　SC杭の鋼管材料　・SKK400　・SKK490

上杭

種類

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

厚さ

(mm)
ｾｯﾄ数

杭径

(mm)
継手数

杭長

(m)

備　考
長期設計支

ｾｯﾄ数
持力(kN/本)       

杭長

(m)

(4.2.2)(4.3.5)(4.4.4)

(4.2.2)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

(5.3.4)

※3N/mm
2

・ 地盤改良工法 種類及び施工方法等

・図示による（　　　　　）　　・

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

・

2
(4.3.8)

抜取試験　

・ 圧接完了後の試験

※超音波探傷試験　

・引張試験

試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。なお、200か所を超えるときは

　　　　　　200か所ごととする。

※評定等の評価内容による

※評定等の評価内容による

5

※ D16以下

※ D19以上

基礎梁主筋の継手位置

外観試験　

※行う（全ての圧接部）

(5.4.10)(5.4.11)

試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。

試験の箇所数：１ロットに対して30か所とし、ロットから無作為に抜き取る。

試験の箇所数：１ロットに対して（・３本　・５本）とする。

呼 び 径 (㎜)

・ ガス圧接　・ 機械式継手

継 手 の 方 法部　 位

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

柱及び梁主筋

耐力壁の鉄筋 ・ 重ね継手　・

・ 溶接継手

・ 重ね継手　・上記以外(　　　　　　　　)

・ 重ね継手　・ ガス圧接

※ D19以上

　　鋼管の種類　　・SKK400　　　・SKK490　　　・

・切込砂利又は切込砕石

(5.3.7)

六価クロム溶出試験

※現場説明書による　　　・

・図5.2　　・図5.3　　・図5.4　

鋼管厚

(mm)

鋼管径

(mm)

(4.2.1)

・図示による(　　　　　　) 　・

杭の支持層への根入れ深さ

・図示による(　　  　　　　) 　・

(4.3.8)

(4.5.1)(4.5.6)

・

試験杭の位置　　

試験杭

・図示による(　　　　　　) 　・

孔壁の保持状況（孔壁測定）

測定箇所

杭の支持層への根入れ深さ

・図示による(　　　　　　) 　・

(4.5.4)

(4.5.4)

　を3m以下の間隔で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋の接触部を溶接する

・

主筋の基礎底盤への定着長さ (4.5.4)(5.3.4)

・図示による(　　　　　　)　　・

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

スランプ

・18cm　・21㎝

(4.5.4)

(4.5.4)

・

・図示による（　　　）

(5.4.10)(5.4.11)

・

(4.5.5)

(4.5.5)

※評定等の評価内容による

※評定等の評価内容による

・図示による(　　　　　　)

(4.6.3)

耐力壁の重ね継手の長さ

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｲ)表3.1）

・図示による（　　　）

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｳ))

(5.3.4)

(5.3.4)

・ 

・ 

・ 

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和 4 年版)(以下、「標準仕様書」

    という。)による。

(2) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印のつい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

    たものを適用する。・印と※印の付いた場合は、共に適用する。○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

(3) 特記事項に記載の（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

○

建築工事共通（構造関係）

(4) Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12年法律第100号)」に基づく「環境物品等の調達の推進に

　　関する基本方針(令和4年2月25日変更閣議決定)」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目｢公共工事｣において

　　は表1中の品目ごとの判断の基準)を満たすものを示す。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

載荷試験の方法

・地盤工学会基準　JGS 1521による　　・

試験の位置、載荷荷重

・図示による(　　　　　　)　　・

水平方向の位置ずれ　　

杭の傾斜　　

　　　　　 　　　・評定等の内容による　　　・

杭の精度

                        　　　・評定等の内容による　　　・・杭径の1/4かつ100㎜以下

・1/100以内

・ 鉄筋の定着

鉄筋の定着長さ

(5.3.4)

・図示による（　　　　　　）　　・

・機械式定着工法

適用場所

・図示による（　　　　　　）　　・

種類

・摩擦圧接接合　　　　・螺合グラウト固定

・篏合グラウト固定　　・

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法とする

必要定着長さ

※評定等の評価内容による

補強筋形状

※評定等の評価内容による

かぶり厚さ

品質確認

※評定等の評価内容による

検査

※評定等の評価内容による

※評定等の評価内容による

・図示による(　　　　　　) 　・

表3.1

表3.3

330 8.0,9.5ω 0.9,1.0ω

AS-001,CS-001

共通S-013,014

AS-001

回転杭工法

ガス切断

オイルタンク、キャノピー

オイルタンク、キャノピー

共通S-013,014

CS-001による

BS-001,CS-001による

CS-001

S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事
一級建築士事務所 東京都登録第4539号

株式会社 楠山設計
東京都千代田区神田小川町三丁目２０番地 設計図Ａ３：

Ａ１：

ＤＡＴＥ

意匠
設計

構造
設計

設備
設計一級建築士登録第 号

ＴＩＴＬＥ

ＳＵＢＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷＮ　ＮＯ.

構造設計一級建築士登録第 号

271669

6676

一級建築士登録第 号

高 橋　徹

301497

仮 屋 薗  耕 一

仮 屋 薗  耕 一

一級建築士登録第 号

設備設計一級建築士登録第 号

高 橋　徹

301497
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

・ 溶接材料 溶接材料

※標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)以外の溶接材料　

(7.2.5)

※羽子板ボルト　　・

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

※割枠式　　・

・ ターンバックル 種類 (7.2.6)

ねじの呼び

材料及び使用箇所　　　・図示による(　　　　　　) 　・

(7.2.6)

・ 溶接継手

6

・15又は18　・18

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

・24

※普通コンクリート

・ コンクリートの種類等 (6.2.1)

(6.3.1)

・高炉セメントB種　　

種　類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・

・ セメント

(6.3.1)

※A　・B（コンクリート中のアルカリ総量が3.0 kg/m 以下）

・ 骨　材

・混和剤・ 混和材料

目地の寸法

・標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

(6.2.5)(6.8.2)

適 用 箇 所種　別

・ A種

・ C種

・ B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ・ コンクリートの仕上り

・ 型枠 せき板の材料及び厚さ

・合板(※12mm　　・　　　)　    　・

・断熱材を兼用した型枠材

・ＭＣＲ工法用シート

(6.8.2)

スリーブの材種・規格等

・図示による(　　　　　)　　　・

7

鉄
骨
工
事

鉄骨製作工場の加工能力 (7.1.3)・ 鉄骨製作工場

建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作

(7.1.3)(7.1.4)

   施工管理技術者

・ 鋼　材

(7.3.2)

・ 普通ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料 (7.2.3)

座金

※JIS B 1256による　　　・

・トルシア形高力ボルト　　

・ 高力ボルト 高力ボルトの種類

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・JIS形高力ボルト

(7.2.2)

摩擦面の処理方法等

・

・建方（及び付属鉄骨）用アンカーボルト

　種類

・ アンカーボルト (7.2.4)(7.10.3)

混和剤の種類

※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　・

・混和材

※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　・

・ コンクリートの

　 単位水量測定

・ 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜　　　・

(6.8.1)

(6.14.1)

設計基準強度　　

適用箇所　　

・ 無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝　　・

・図示による(　　　　　　) 　・

・

打増し厚さ

打増し範囲　

  (打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　　　・20mm　　　・

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による

　2※18 (N/㎜ )　　・

(6.2.1～6.2.4)

(7.3.2)

(7.4.2)

(7.2.3)

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

規  格

種類等 (7.2.1)

種類の記号

・JIS規格による　・

適用箇所（主要な部分）

・　

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・　

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・図示による(　　　　　　) 　

アルカリシリカ反応性による区分

混和材の種類

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による

・

・構造用アンカーボルト

　種類

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.8.1)

(6.8.2)

・JIS規格による　・

・

・

・ ・

・ ・

・フライアッシュセメントB種　　

3

(N/㎜ )

・外装タイル後張り面の打増し処理

・20mm　　　・

打増し厚さ

打増し範囲

・図示による(　　　　　)　　　・

実施要領　　

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

  ある場合はそのまま施工する。

3

2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因

  を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後

  設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。

3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

  するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

  行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま

  で、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コン

   クリート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

   測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲に
3

3

3

3

3

・

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し部で処理する

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

(6.3.1)

・高炉セメントB種　　

・フライアッシュセメントB種　　

(7.3.2)ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・標準仕様書 表7.2.3（JIS附属書品）又は次による

  ボルトの規格は、JIS B 1180とする。

　（ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼とする。

　　ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、

　　ボルトの径の値以下とする。ナットの規格は、JIS B 1181とする。

戻り止め

※二重ナット   　　・

工場又は同等以上の能力のある工場

　　※（　　　　）グレード　　　　・グレードの指定はしない

(7.5.2)

　評価の区分

使用箇所

（cm）

コンクリートの種別

　フライアッシュセメントA種

　  で352J/g 以下、かつ28日目で 402J/g 以下のものとする

  適用箇所(※下記以外全て　　・　　　　　　　)

  適用箇所(・1FLより下部（立上り部含む）　　・　　　　　　　)

  適用箇所(　　　　　　　)

構造体強度補正値

※標準仕様書表6.3.2による

・

梁及びスラブ

※スパンの中央又は端から1/4の付近

・図示による(　　　　　　) 　・

・ 打継ぎの位置、 (6.6.4)

柱及び壁

※スラブ、壁梁又は基礎の上端

・図示による(　　　　　　) 　・

※普通コンクリート

コンクリートの種類 (6.2.1)(6.14.1)

　フライアッシュセメントA種

(6.14.1)

(6.14.1)

　 ひび割れ誘発目地、

打継ぎの位置

・図示による(　　　　　　) 　・

ひび割れ誘発目地の位置

(6.2.5)(6.8.2)

適 用 箇 所種　別

・ a種

・ c種

・ b種

コンクリートの仕上りの平たんさ

※図示による（　　　　　　）

※図示による（　　　　　　）

※図示による（　　　　　　）

※図示による（　　　　　　）

※図示による（　　　　　　）

※図示による（　　　　　　）

・図示による(　　　　　)　　　・

(6.8.2)

適用箇所

・図示による(　　　　　)　　　・

・20㎜　　　・

・図示による(　　　　　)　　　・

気乾単位容積質量

（t/m ）3

 2.3程度
・ 鉄骨製作工場における ※配置する

・すべり試験

※すべり係数試験　　　・すべり耐力試験

試験の方法等

・図示による(　　　　　　)　　　・

　　ナットの種類は、六角ナット-Cとし、材料は鋼とする。　　　　　　

※標準仕様書7.4.2(1)による

　・ABR400　　　・ABR490　　　・

　・SS400　　・

・

    普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が7日目

　 打継目地

・溶融亜鉛めっき高力ボルト

・

(7.12.5)

溶融亜鉛めっき面以外

・ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

・図示による(　　　　　　)　　　・

溶融亜鉛めっき面

(7.4.2)

・　　

溶融亜鉛めっき工法の適用箇所

・

・ 機械式継手

種類

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

・A級　　・

・図示による（　　　　　　）　　・

(5.5.3)(5.5.5)

・ねじ式鉄筋継手

充填方式

・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　・

・端部ねじ加工継手

・

・モルタル充填式継手

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法

鉄筋相互のあき

※評定等の評価内容による

品質の確認

※評定等の評価内容による

検査

※評定等の評価内容による

不合格となった場合の措置

・

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　・

試験方法

・評定等の評価内容による　　・

・超音波測定試験

試験項目

※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法及び

　判定基準）による

施工完了後の継手部の試験

・外観試験

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※挿入長さ

試験方法

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

・A級　　・

・図示による(　　　　　　)　　・

 (5.6.3)(5.6.5)

溶接継手の工法

・図示による(　　　　　　)　　・

鉄筋相互のあき

・標準仕様書5.3.5(4)による

・評定等の評価内容による

・図示による(　　　　　　)

施工完了後の溶接部の試験

不合格となった場合の措置

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　・

試験方法

・評定等の評価内容による　　・

・超音波探傷試験

試験方法

※JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準）

・外観試験

・

試験項目

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った溶接箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※内部欠陥の検出

　による

・　　

・図示による(　　    　　　  　) 　・

・33 ・21  2.3程度 庁舎棟

BCR295

SN490B

SN490C

SN400B

SS400

柱

大梁・内ダイアフラム

通しダイアフラム

大梁

小梁・耐風梁・間柱

・ 訓練塔

・21

・18 ・15

・15  2.3程度

 2.3程度

土間コンクリート（庁舎）

土間コンクリート（外構）

SS400

意匠図による

意匠図による

1FL上躯体

1FL下躯体

意匠図による

1FL上躯体

1FL下躯体

M

大臣認定品

訓練塔・第二車庫・防災倉庫

CS-011,BS-004,008
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特記仕様書-3
003

1/-

共通

・ 床構造用のデッキ (7.2.7)材質、形状及び寸法

適用箇所

・デッキプレート

材質・形状・寸法 備　考

・ スタッド 種類等

呼 び 名 適 用 箇 所呼び長さ (㎜)

・16

・19

・22

(7.2.9)・ 柱底均しモルタル 無収縮モルタルとする場合の材料、調合等

※標準仕様書 7.2.9(2)(ｱ)から(ｴ)による   　　・

(7.6.3)・ 溶接技能者の 試験の要領

   技量付加試験 ・図示による（　　　　　）　　・

・エンドタブの切断する部分　　

スカラップの形状　　

開先の形状　　・ 溶接接合

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.4)

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

完全溶込み部の超音波探傷試験　　

・ 溶接部の試験

検査水準

節

(7.6.12)

・ 耐火被覆 (7.9.2～7.9.8)

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　

・ 入熱､パス間温度の

　 管理

適用箇所　　

AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

・

・

耐火認定　

・なし

耐火時間　　　・図示による(　　　　　　) 　・

・あり　

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

　切断する箇所

塗料の種別

(7.8.2)

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

下記以外の鉄鋼面は、18章［塗装工事］による

※A種　　　・

・ 錆止め塗装

　 設置等

・ アンカーボルトの

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別 (7.10.3)

(7.10.3)

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-2）

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-4(d)改良型スカラップ）

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による(　　　　　　) 　

・図示による(　　  　　　　) 　・

(7.3.3)・ 製作精度

※平12建告第1464号第二号イ(2)による

・ 建方精度 ※JASS6 付則6［鉄骨精度基準］付表5［工事現場］による (7.10.2)

鉄骨部材への溶接方法

・図示による(　　　　　　) 　・

(7.7.8)

・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣ 3.5.2 受入検査による

・抜き取り検査①

※抜き取り検査②

種類、材料、工法等

(7.10.3)

  成スラブとする構法

  コンクリートとの合

・デッキプレートと

  単独の構法

・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

※全数

・全数

種　類

・乾式吹付けロックウ

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・

・

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・

・高断熱ロックウール

・

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

材料・工法 適用箇所（部位・部分）

　ル塗り

性能（耐火時間）

　ール

　ウール

　シウム板

　 プレート

(7.2.8)

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

通しダイヤフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

・

アンダーカットの寸法

※平12建告第1464号第二号イ(3)による

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

・

・

　切断範囲

・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジ等の端から 5mm 以下残して直線上に切断する。

　なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する

　切断面の仕上げ

・標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による

・

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]の付表3 ｢溶接｣ に関する試験方法等

・JASS 6 10.4 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

　溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試験の

　不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する。

※第6水準

・全て　

塗装の範囲

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・図示による(　　　　　　) 　・

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

・図示による(　　　　　　) 　・

・耐火被覆が接着する面の塗料の種別

・

・耐火塗料

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

・図示による(　　  　　　　) 　・

・図示による(　　　　　　) 　・

建方（及び付属鉄骨）用アンカーボルトの形状及び寸法

建方（及び付属鉄骨）の保持及び埋込み工法

種別　　　・A種　　・B種

厚さ　・

(7.8.4)(18.3.2)

種別　※A種　　・B種

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.10.3)

・

各階床 図示による 捨て型枠

・全て

意匠図による

意匠図による

仕様は意匠図による 庁舎ピロティ鉄骨柱

30

共通S-009,010

共通S-009,010

CS-011による

共通S-012
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一級建築士登録第 号

設備設計一級建築士登録第 号

高 橋　徹

301497
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1.1 適用範囲

(2) 構造関係共通図(配筋標準図)は、鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の

 の一般的な標準図とする。

1.3 用語の定義

(2) 異形鉄筋の径(本文、図、表において「d」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

(3) 長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

1.2 優先順位

1.構造図

2.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図、耐震改修標準図、木造標準図）

1.4 記号等

図面で使用する記号等は、表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

建築

径

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

区分

記号 説明 説明記号

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

D0 スラブ開口

ボーリング位置

梁・スラブの上がり下がりの範囲 （±　　） FLからの上がり下がり

表1.2　各階伏図における記号　

EW○○

50

建　築

径

表1.3　梁貫通孔記号　

区分 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

M12

高力ボルト

径

表1.5　高力ボルト径の記号

区分 M16 M20 M22 M24 径

表1.6　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

全 周 現 場 溶 接

区　　　　分

現　場　溶　接

全　周　溶　接

表1.8　溶接の補助記号

 溶  接  面

溶 接 継 手
隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

重ねアーク溶接（フレア溶接）

片面溶接

完全溶込み溶接

表1.7　溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

補助記号

L - P

F

2

FL

1

P

T

L

B

L - P

全周現場溶接

60°60°

基準線 引出線

（折線）

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

図1.1　溶接記号の記載例

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

(1) 設計図書の図面のうち配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

 加工、組立等の一般的な標準図とする。

(3) 構造関係共通図(鉄骨標準図)は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立

EKW○○

鋼　管

記号（建築用）

管　名

表1.4　スリーブ材質の凡例　

SP（白管） GA VU RS

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

（F8T相当）

（F10T、S10T）
普通ボルト

M12

構造関係共通事項　

S ※

(1) 構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通事項以外の図面をいう。

引出線

(1) 構造関係共通事項は、総則、構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図、耐震改修標準図、木造標

 準図）から構成される。

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

L1h

構造関係共通図(配筋標準図)　

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

1 鉄筋の加工

2 異形鉄筋の末端部

折曲げ

角  度

折曲げ内法直径(D)

D16 以下
D19

～ D38

SD295A

SD295B、SD345

  90°

  90°

  135°

  135°

  180°

4d 以上

4d 以上

D

d

3d 以上

及び

D19

～ D38

SD390

5d 以上

（幅止め筋）

1. 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

   余長は 4d 以上とする。

折曲げ図

（注）1. L ,L ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　2. フックありの場合のL　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。1h

1 1h

(1) 鉄筋の重ね継手

(ｱ) 径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　                                鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

3 継手及び定着

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

コンクリートの

設計基準強度

   Fc (N/mm )
1L（フックなし）

18

21

45d

40d

35d

30d

18

21

35d

25d

25d

30d

21

鉄筋の

種  類
L （フックあり）1h

25d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

30d

35d

35d

SD295

SD345

SD390

6d 以上

8d 以上

D
4d 以上

4d 以上

D

2. 90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

　　　3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

（余長）

壁

梁

壁

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

(1) 柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

(4) 帯筋、あばら筋及び幅止め筋

(2) 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

(3) 杭基礎のベース筋

 床版  床版
壁

梁柱

ただし、最上階の

柱頭の四隅部は

フックを付ける。

壁

壁

W○○ 一般壁の種別

KW○○

d
d

D

D

d

d

表3.3　鉄筋の定着の長さ

直線定着の長さ

小梁 スラブ

10d

L

フックあり定着の長さ

－

（注）1. L ,L ：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　2. L ,L ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　5. フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間部での

　　　3. L    ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

40d

35d

30d

30d

35d

18

20d

　　ただし、スラブ筋で D16以下の場合及び壁筋の場合は除く。

表3.2　隣り合う継手の位置

(ｴ) 隣り合う継手の位置は、表3.2による。

(ｱ) 鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

(2) 鉄筋の定着

図3.3　折曲げ定着の方法

(ｲ) 梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3により、

　　次の(a)、(b)及び(c)をすべて満足するものとする。  

　　　6. 軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

(ｳ) 耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず40d（軽量コンクリートの場合

SD345

SD390

21

24，27

30，33，36

21

24，27

21

45d

40d

35d

35d

40d

30d

30d

20d

35d

25d

L L L2

L

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

フックなし

フックあり

重 

ね 

継 

手

a

a = 0.5 L

L 1h

1h

ガ
ス
圧
接
継
手

機
械
式
継
手

 ガス圧接継手・溶接継手

－

－

35d

30d

25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

18 40d50d

35d45d

35d40d

40d50d

40d45d

　　　4. L    ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

L ,L 又はL1

直線定着の長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

L（ただし，柱せいの3/4倍以上）a

余長

フックあり定着の長さ

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

余長

▽
定着起点

▽
定着起点

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

SD295

 カップラー

b

a ≧ 400mm

a ≧400mm、かつ、a ≧(b+40)mm

の場合

の場合

　　は50d）又は表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。

　　            受ける小梁は除く。

         折曲げは行わない。

小梁及びスラブの上端筋の

　(a) 全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

30，33，36

24，27

30，33，36

　(b) 余長は 8d 以上

L1

溶 

接 

継 

手

　(c) 仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さLa及びLbは、表3.4に示す長さとする。ただし、梁主筋

　　　の柱内定着においては、原則として柱せいの3/4倍以上とする。

末端部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

(ｳ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

(ｴ) スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

以上の

添巻き

1.5巻

d

≧6d

重ね継手 定着（スラブの場合）

50d

図3.4　溶接金網の継手及び定着

d

≧6d ≧6d

5
0
d

≧6d

d

1節半以上、かつ、150mm以上

定着（壁の場合）

 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　なお、L は表3.1に、L 及びL は表3.3による。

(1) 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

    最小かぶり厚さを定める。

    柱及び梁の主筋に D29 以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように

（注）1. この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

　　　2.「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない

　　　3. スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　 仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁
30

30

20

30

　　　4. 杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　 厚さを含まない。

(ｳ) 隣り合う鉄筋の径（呼び名の数値）の平均の1.5倍

(ｱ) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

(ｲ) 25mm

(3) 鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

(4) 鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

60

L

 鉄筋

1節半以上、かつ、150mm以上

コンクリートの

設計基準強度 aL 

18

21

24，27

30，33，36

20d

15d

15d

15d

18

21

15d

15d

15d

15d

21

24，27

鉄筋の

種  類

15d

15d

24，27

30，33，36

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d30，33，36

20d

20d

15d

20d

20d

SD295

bL

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

　　　2. L ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　 （基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む。）

　　　　　 （片持小梁及び片持スラブを除く。）

　　　3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

(2) 柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

d

1 総則

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

(5) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(4)による。

(6) 貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

(2) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

(3) 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

　　ただし、耐圧スラブが付く場合は、（4）による。

(ｱ) 梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着

L

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

(ｲ) 梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(2)(ｴ)による。

(1) 一般事項

（注）1. 図示のない事項は、7.1による。

　　　2.　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　4. 梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）1. 図示のない事項は、7.1による。

　　　2. 　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　4. 梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

5.1　基礎梁

D は、鉄筋の最大外径

間隔

D あき

柱

梁 梁

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

継手長さ

継手長さ

 /4 0

15d（余長）

≧100

 /2 0  /4 0

 0

継手長さ 15d（余長）15d（余長）

L

L

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

継手長さ

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

　　する。

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

20d（余長）

20d（余長）

D

耐力壁の種別

土圧を受け、かつ耐力壁の種別ERW○○

(片持

溶融亜鉛めっき鋼版 硬質塩化ビニル管（薄肉管）つば付き鋼管（黒管）

片持スラブ形階段を受け、かつ

溶融亜鉛めっき高力ボルト

断続溶接の長さ及び間隔

最小かぶり厚さ(mm)

60°

(ｲ) 柱及び梁主筋並びに耐力壁を除く

L 1h

L1h L 1ha

a ≧ 0.5 L1h

a

a = 0.5 L1

L 1

L 1

L1 L 1a

a ≧ 0.5 L1

a

a

   Fc (N/mm )
3

1h 2h

3h

小梁の

場合

 25d)

(片持

スラブ

場合

 25d)

の

1 1h

2 2h

3

3h

2 3
L  ,L  又はL1h 2h 3h

全長 全長

Lb

   Fc (N/mm )

（注）1. L ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さa

b

1 2 3

3 L 1

L2 L1

4 鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

2

L 2 L 2

L2 L 2

a

a La

La

La

La

La

La

2

2

2

鉄筋の種類

呼び名

　　　　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

L 2

L2

L 2

L 2

片持スラブ形階段を受け、
耐力壁の種別

かつ一般壁の種別

構造関係共通事項-1
004

1/-
共通
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継手長さ20d（余長）

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

15d（余長）

(4) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

(ｲ) あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(2)による。

　　ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によること

(1) 一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

(2) 腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

(3) あばら筋の割付けは、7.2(4)による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

(ｲ) 継手、定着及び余長は、図6.1による。

　　とする。

(1) 一般事項

　　ただし、柱頭定着長さL が確保できない場合は、構造図による。

（注）1. 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、

　　　2. 隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　3. 継手及び定着は、すべての階に適用できる。

5.2　基礎梁のあばら筋等

（注）1. 図示のない事項は、7.1による。

　　　2. 　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　4. 梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）
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6.1　柱

(ｱ) 継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下

　　　　 フックを付ける。

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

二段筋

L

継手長さ

上下の柱断面寸法が異なる場合、

同径の鉄筋を束ねたものとする。
帯筋は、1サイズ太い鉄筋又は

梁面より割り付ける。

帯筋
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＠
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(4) 帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は構造図による。

(3) フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け

図6.3　帯筋組立の形

(2) 帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。

(ｱ) H形の135°曲げのフックが困難な場合は、W -Ⅰ形とする。

(ｳ) SP形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

(ｲ) 溶接する場合の溶接長さ L は、両面重ねアーク溶接の場合は 5d 以上、片面重ねアーク溶接の

（注）1. 柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とする

　　　2. 図中のP ＠、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

1

1

2

2

(1) 帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

(2) 柱打増し部

(ｱ) 打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、

(ｲ) 土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

FL

GL

打増し厚さ10mm

図6.2　柱打増し部

　　場合は 10d 以上とする。

6.2　帯筋

打増し厚さ10mm

② W -Ⅰ形

① H形

⑤ SP形（スパイラル筋） ⑥丸形

（イ） （ロ）
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（イ）
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（ロ） （ハ）
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（ロ） （ハ） （ニ）
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＠

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

P
＠

P
＠

L

（イ） （ロ）

d

≧6d

≧6d

≧6d

　　　　 範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　打増し部分を含まない。

図7.9　腹筋および幅止め筋

(5) 腹筋及び幅止め筋

 一般の梁は、図7.9による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　2. 図中のP＠、P’＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　2.　　　　　印は、余長位置を示す。

(1) 小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）1. 図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

 連続小梁の場合は、図7.10による。

　　　3. 先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

(1) 片持梁主筋の定着及び余長

(2) 単独小梁の場合は、図7.11による。

　　　2.　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）1. 図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

(3) あばら筋は、7.2による。

　　　2.　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）1．図示のない事項は、7.1による。

(ｱ) 先端に小梁のない場合は、図7.12による。

上端筋

=45゜

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

・
・

7.3　小梁

7.4　片持梁

(ｲ) 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

(ｱ) あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

(ｳ) 幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10 -1,000＠程度とする。

(1) あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　ただし、L形梁の場合は②または③、T形梁の場合は②～④とすることができる。

(b) ②の場合は L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

(ｱ) 形は、図7.5.1 ①とする。

(a) ①の場合は交互とする。

(c) ③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。

(ｲ) フックの位置

(2) あばら筋組立の形及びフックの位置

　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

7.2　あばら筋等

柱

梁 梁

1サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。
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下端筋
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15d(余長)

D

15d(余長)

20d(余長)

 /4 0  /2 0  /4 0
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図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

(ｳ) 梁筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

(ｴ) 梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げ

(ｱ) 継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（D）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

(ｲ) 継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

　　なお、定着の方法は3(2)(ｲ)による。

(2) 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(3) ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

(ｶ) 段違い梁は、図7.2による。

（注）1. 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　2.　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　4. 梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

(ｱ) 梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

(ｲ) 地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。

(ｳ) 打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さは、

　　打増し部分を含まない。

(1) 一般事項

7.1　大梁

　　て定着する。
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二段筋

一般階
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図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

端部端部

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

 /4 0  /4 0 /2 0

 /6 0

 0

 /6 0 /3 02

　　　　 には、フックを付ける。

(4) ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）1. 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　2.　　　　　 印は、継手及び余長を示す。

　　　3. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　4. 破線は、柱内定着を示す。

　　　5. 梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　 には、フックを付ける。

　　　　 ができる。

(4) あばら筋の割付け

(ｱ) 間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.5.1　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

(ｲ) 間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　2. 図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　2. 図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

(ｳ) 梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。
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下端筋

最上階一般階

15d

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長
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図7.2　段違い梁
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③ W -Ⅱ形 ④ W -Ⅲ形

    （耐圧スラブがつく場合を含む）

1. 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　

2. 幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

副あばら筋が取り付く場合

≧4d

≧6d

 形は、図7.5.2 ⑤または⑥とする。

(3) 副あばら筋組立の形及びフックの位置

図7.5.2　副あばら筋組立の形

 ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。
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(ｱ) あばら筋の径および間隔は、構造図による。

    また、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。

打継ぎ面

(ｵ) 梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。
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（注）1. 図示のない場合は、(ｱ)による。

(ｲ) 先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　2. 先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　3. 先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

(2) あばら筋は、7.2による。

(ｲ) 幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（注）図中のP＠は、構造図の壁筋の間隔を示す。

図8.1　壁の配筋

(1) 一般事項

(2) 壁の配筋は表8.1により、種別は構造図による。

(3) 片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は構造図による。

(ｳ) 打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し部分

8.1　壁

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁 

先端小梁

片持梁

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

P＠

≦P＠ ≦P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

120

150

180

200

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

180

200

(注)　縦筋は、横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　

種別　　　　

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

    は含まない。

種別 縦筋及び横筋
(表10.1)

(頭つなぎ梁)

(ｲ) 壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

(ｱ) 耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、A形は表8.3、B形は表8.4とし、適用は構造図による。

　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

(1) 壁開口部の補強

(2) コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、構造図による。

表8.3　壁開口部補強筋（A形）

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

(5) 壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

(3) 土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは構造図による。

(5) 配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

表9.1　S形配筋

図9.1　スラブの配筋

(7) 定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

片持スラブは、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

(1) 片持スラブの配筋（CS形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別、配力筋及び

表9.2　CS形配筋

(1) スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

(2) 土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は特記による。

8.2　壁の補強

9.1　スラブ

9.2　片持スラブ

(4) スラブの配筋（S形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、構造図による。
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（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。
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図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）
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　配筋種別 主筋

CS3

CS4
D10,D13-200@

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@上

下

上

下

上

下

上

下

CS6

CS5

CS7

上

下

上

下

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径　

垂れ壁のない場合

1
0
0
以

下

先
端

壁
厚

以
上

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)主筋

2-D13

2-D13

 n 本

2 n 本

(   )本2

(   )本

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

中間部

D13

スラブ筋と同径，

同材質，同間隔

端部

D13

D10-300@

t

配筋種別 KA1

配筋図

配筋種別

KA2

KA4KA3

D10-300@

D10-300@

t

D13
D13

D10-300@

D10-300@

D13
2-D13

D13

D13

D10-300@

t

t

2-D13

D13配筋図

1
0
0
以

下

先
端

壁
厚

以
上

1
0
0
以

下

出隅受け部配筋出隅部分補強配筋

(注)  ≧  とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱

出
隅

部
分

の
補

強
筋

補強筋の定着

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧  とする１ ２

       又は梁にL 定着する。

 
/
2

１

L /2１

１

 
/
2

１

２

１

３
Ｌ

中間部

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

び間隔に合わせる

配筋

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

同　上

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S14

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-250@

D10-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-200@

同　上

D10-250@

D10-200@

 /2１

出隅部

土間コンクリート補強筋

壁の種別

W18，W20

W12，W15

主筋　配筋種別

図9.4　片持スラブの配筋（CS1からCS5）

（注）先端の折り曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）先端の折り曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（CS6及びCS7）

(2) 先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

(ｱ) 出隅部の補強筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。

(ｲ) 出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

(3) 出隅部

　　避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

(ｲ) スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部を

　　屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

(2) 屋根スラブの補強

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

(ｱ) スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

　　鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　=2L ）シングルを上下筋の内側に配筋する。

(1) スラブ開口部の補強

 スラブ開口部の補強方法は、構造図による。構造図になければ、(ｱ)(ｲ)による。

　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブで S形の配筋によるものをいう。

(2) 土間スラブの打継ぎ補強

　　土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

(4) 土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）a ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

9.3　スラブ等の補強

10.1　片持スラブ形階段

L

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

（段差なし）

（段差あり）

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

≦600

（段差なし）

 受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

≦600

（段差あり）

主筋

主筋

主筋

t

t

２

（注）a ≦300の場合

(4) 土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

配力筋

t：スラブ厚さ

(D13)

受け筋

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

３Ｌ

　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

L
2

L 2

(ｱ) 一般壁筋の重ね継手の長さはL とし、耐力壁筋の重ね継手の長さは特記による。また、定着の

2

1

　　長さは、L とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

L
1

L2

L2継手 L1

L
2

L
2

L2 L2 L2 L 2

L
2

L
2

L 1

L 1

L 1

L1

(6) 原則として引き通し、鉄筋の重ね継手長さは L とする。1

L 2

L 3

L 2

Lb

Lb

L 2

L 3

Lb

L2

L
3

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、構造図による。

片持スラブの配筋は、次による。

　　スラブ厚さは、構造図による。

L 2

L 3

L 3

Lb

L2

L
2

La

L
2L

L
L

L 2

La

L
2

L 2

L2

L
2

L 3

1

L
3

L
1

1

L 1

1

2 n 

2
1 n 

1

L
1

L
1

L
1

L2

L2

L2

L
2

a

L
2

a

L
2

a

L
2

a

L 2 L 2

配力筋

配力筋

配力筋

構造関係共通事項-3
006

1/-
共通



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）1. 壁配筋は、8.1(3)による。

　　　2. 階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　3. スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　 ［鉄筋の定着の長さ］のL とする。3

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

D10-300@

D10 

D10

D10-300@

D10-200@

t

D10

150

t

D13

 D10

D10

D13

D10-200@

t

 0

150

 0

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、構造図に

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

10.2　二辺固定スラブ形階段

よる。

 0

t

2-2-D13

なし

2-2-D13

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

2-6φ-100@2-2-D13

4-2-D13 2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

斜め筋

2-D13
先端補強筋

2-D13
先端補強筋

4-D13

先端補強筋

(ｱ) 梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(ｲ) 孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(ｳ) 孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（ Dは梁せい）の

(ｴ) 孔は、柱面から原則として、1.5D 以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(ｵ) 孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の 3倍以上とする。

(ｶ) 縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(ｷ) 補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(ｸ) 孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

(ｹ) 溶接金網の余長は、1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(ｺ) 溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

    なお、リング節は、溶接金網に 4箇所以上溶接する。

(ｻ) 溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

配筋

2-2-D13

斜め筋
種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

D/2

余長突出し

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

MH形 及び M形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

H形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

配筋

種別

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

2-D13 2-D13

　　開口部を避けて配筋でき、補強を省略することができる。

　　範囲には孔を設けてはならない。

800

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

(1) 梁貫通孔は、次による。

(2) 梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.2により、配筋種別は構造図による。

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

表11.2　MH形配筋

(ｱ) 控壁の配置は、構造図による。

(1) 控壁は、次による。

(ｲ) 配筋は、図11.4による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

(2) 帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

45゜ 45゜

図11.3 他の開孔を設けない範囲

11.1　梁貫通孔

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

図11.2　補強筋の定着長さ

D

D

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

パラペットの先端補強筋は図11.6により、コンクリート厚さ及び配筋は構造図による。

図11.6　パラペットの先端補強筋

11.3　パラペット

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

t

t：スラブ厚さ

t：スラブ厚さ

(ｼ) 他の開孔を設けない範囲は、図11.3による。

L
2

L
2

L
2

L
3

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリ-ト部材とする場合の躯体への接続方法は構造図による。

L

L 2

b

L 3

Lb

L2

L 3

L 2

L 2

L 2

L 2

L

L 2

b

L2

L 3

L3

L 1

L 1

L
1

L
2

L
2

L
2

L
2
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Sr

Sr

t

手溶接

 縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に

 3本以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

ep

(2) 千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

(1) 縁端距離及びボルト間隔

 千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

(3) 形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

 形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

B

g

A

B
B

はB

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※1

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※1　千鳥打ちとした場合

 また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

A（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40

35°

2

D1 = 2（t－2）/3

D2 =（t－2）/3

60°

45° 30°

t ≦6

6＜ t ≦19

G

35°

G ＝ｔ

ｔ

45° 30°

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

H

2（両面溶接）

60°

D1 =（t－6）/2

D2 =（t－6）/2

60°

22＜ｔ≦40

12＜ t ≦22

60°

t ≦12

0

1/4 t≦ S ≦10

35°

7

45°

/ （ｔ-2）/ （ｔ-2）

ｔ

1 3

2 2 3

60°

H（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

6＜ t ≦19

19＜ t ≦40

ｔ

6＜ t ≦40

≧
60°

1/4 t≦ S ≦10

35°

1/4 t≦ S ≦10

35°

2（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

2

6＜ t ≦19

≧
60°

0

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

60°

19＜ t ≦40

75°≧
45°

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

45°

45°

1/4 t≦ S ≦10

22＜ t ≦40

60°

12＜ t ≦22

60°

35°

1/4 t≦ S ≦10

T型継手(T)の開先標準

1/4 t≦ S ≦10

35°

19＜ t ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ t ≦40

35°

S ＝ t

かど継手(L)の開先標準

35°45°
50°

16≦ t ≦4012≦ t ≦40

t ≧3のとき S ＝ t

t ＜3のとき S ＝ 3

3（軽量形鋼Ｖ形溶接）

d d

1（丸鋼等片面溶接）

d d

2（丸鋼等両面溶接）

d

22

13

重ねアーク溶接（フレア溶接）(FL)の開先標準

D 10

t 12

1211

1916

45°

3628

1413

25

15 15

32

16

40

t ＜3のとき S ＝ 3

t ≧3のとき S ＝ t

4（軽量形鋼レ形溶接）

S ｔ S

45° 45°

15

部分溶込み溶接(P)の開先標準

7

5

t

s

5

4

4

3

6

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

9

7

8

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

隅肉溶接(F)の開先標準

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

S

60°

2
S

60°

2

(2) エンドタブ

(1) エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

 エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

10㎜以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

(3) 裏当て金

(ｱ) 裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

(ｲ) 完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

（単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

(4) スカラップ

    改良型スカラップ

(ｱ) スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。1 2

(ｲ) スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

Sr
Sr

　　従来型スカラップ

 スカラップ半径Srは35㎜とする。

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

(5) スニップカット

(ｱ) スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

r

Sc

(ｲ) スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r+2により求めるものとする。

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

(6) 溶接部分の段差

    完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合、又は低応力高サイクル疲労を受ける場合

1/2.5以下

1

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

C部断面

( 　　　　　　　  　 )
　　梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

1

g 1

g 1 g 1 g 2 g 3g 2

1

2

構造関係共通図(鉄骨標準図)　

1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準

1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工

溶接方法

（単位：mm）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

A（サブマージアーク自動溶接）

t ≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

H

2（両面溶接）

t ≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

A（サブマージアーク自動溶接）

t ≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

H

2（両面溶接）

t ≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜ t ≦19 12＜ｔ≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦ S ≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

H（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

t ≦16

2（両面溶接）

t ≦16 16＜ t ≦40

（単位：mm）

（単位：mm）

（単位：mm）

（単位：mm）

H（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

D1= (t－2）/2

D2=（t－2）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

（単位：mm）

（単位：mm）

H（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：mm）

（単位：mm）

手溶接

半自動溶接

自動溶接

p
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S
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S
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S
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S S

S

50°～60°

1F 1F

鉄筋又は軽量形鋼に重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ（L）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を

L：片面フレア溶接の場合　10d

　 両面フレア溶接の場合　 5d

d：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

La及びLbは 1d（軽量形鋼については 1S ）以上

S：溶接のサイズ

La L

1-5 重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ

Lb

　は3φまたは   のうち小さい方とする。 （ e ≧ H とする）

   補強トラス法

60°

φ

50

H

5
0

φ

　 補強プレート法

5
0

(自然開先)

補強トラス

60° 0～5 0～5

tf ft

補強プレート

0～5 0～5

2F

LC

    BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

(1) 鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

(ｱ) 貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

(ｲ) 貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で 2倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で 3倍以上確保する。

(ｱ) 補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

(ｲ) 補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

  スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

φ

H ：鉄骨せい

D ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

以
上

1-7 その他

LC

1F

e

1F

1F

t

2F

2
0

5
0

100以下 B
2F

2F

T

H D

１

２

１ ２

ｆ

tw tp

1
0
0

以
上

1
0
0

1F

e：材端と補強プレートの間隔

(2) 貫通孔の補強方法は、構造図による。

　　補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

除いた部分の長さとする。

(2) フィラープレートの材質

    フィラープレートを使用する場合、材質はSS400とする。

1-6 梁貫通孔補強

(1) 広幅平鋼の取り扱いについて

t

t t t
ｔｔ

t

Sr2

Sr1

構造関係共通図-5
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露出柱脚工法 柱脚工法設計施工標準図-1
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露出柱脚工法 柱脚工法設計施工標準図-2
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P31,P32,P41

t1

管厚

杭径

D0

(mm) (mm)

長さ

L1

(m)

管厚

t2

(mm) (m)

ts

(mm)

L2 Dw

(mm)

長さ

羽根径 羽根厚

羽　根　部

一　般　部 杭　頭　部

4.5 STK400 STK4004.5 250 12 SS400

6.0 STK490 6.0 STK490 16 SS400

139.8
4.5

6.6

STK400

STK490

4.5

6.6

STK400

STK490

300

350

16

19

SS400

SS400

165.2 7.1
STK400

STK490
7.1

STK400

STK490

350

450

16

19

SS400

SM490A

190.7 7.0
STK400

STK490
7.0

STK400

STK490

400

500

570

19

22

25

SS400

SM490A

SM490A

216.3
8.2

12.7

STK400

STK490

8.2

12.7

STK400

STK490

470

550

600

650

19

22

25

28

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

267.4

8.0

9.3

12.7

STK400

STK490

8.0

9.3

12.7

STK400

STK490

500

580

650

700

750

800

19

22

25

28

32

36

600

700

750

700

800

22

28

28

25

300

32

318.5
10.3

12.7

STK400

STK490

10.3

12.7

STK400

STK490

9.5

12.7

STK400

STK490

9.5

12.7

STK400

STK490

杭　本　体　部

114.3

355.6

杭本体部

先端地盤 認定番号

砂質地盤・礫質地盤 国住指第3242-1号　TACP-0399

国住指第1616-1号　TACP-0351

Ｌ

t

D0

Dw

粘土質地盤

閉　塞 外部 1.0mm

部　材

JIS G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管　STK400またはSTK490

規　　　格

杭先端部
JIS G 3106　溶接構造用圧延鋼材　SM490A

杭本体部

評価機関 評定番号 有効期限

一般社団法人 ベターリビング CBL FP005-07号 平成35年7月28日

最小縁あき

A＝2Dw

B＝1.25D0

B B

B

B
√3

2
A

B

B

B A B

B B

2B

√3

2
A

B A B

B

B

ts

１．杭姿図 ２．杭各部寸法及び使用材料

３．杭本体部及び羽根部腐食しろ

４．杭材料の規格

最小杭間隔

{αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ}
3

2
Ra ＝

(2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

{αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ}
3

1

(1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

スクリューパイルＥＡＺＥＴ

Ra ＝

ここで、

α：

β：

γ：

基礎ぐいの先端付近の地盤における

くい先端支持力係数(α=300)

基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤における

くい周面摩擦係数(βNs=15を満たすβ)

基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘性土地盤における

N ：

くい周面摩擦係数(γqu=15を満たすγ)

基礎ぐいの先端付近(くい先端位置より下方に1Dw、上方に1Dwの範囲)

の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回)

15≦N≦60(砂質地盤・礫質地盤)

12≦N≦60(粘土質地盤)

Ap 基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)

Ns：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による

打撃回数の平均値(回)（0＜Ns≦30）

：

Ap=AD・e

有効面積率(e=0.5)：e

くい先端平面積　AD=π・Dw2／4：AD

Ls：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)

qu：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度

の平均値(kN/m2)（0＜qu≦200）

Lc：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)

ψ：基礎ぐいの周囲の有効長さ(m)

ψ=π・D0

14.8 21.418.1 24.7 28.1 34.7 41.0
41.0(砂質・礫質)

45.8(粘土質)
最大施工長さ

(m)

(mm)
杭　　径

114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4 318.5 355.6

羽根部

掘削刃
掘削爪

3.最大施工深さ

1.名称

2.地盤の許容支持力

羽根部

上下 各1.0mm

JIS G 3101　一般構造用圧延鋼材 　SS400

杭先端

６．地盤の許容支持力及び最大施工深さ

７．引抜き方向の地盤の許容支持力の評定

８．最小杭間隔及び最小縁あき

杭番号 杭構成 (下杭＋中杭1＋・・・＋上杭)

５．杭構成

材質 材質

材質

スクリューパイル ＣＫ－ＥＡＺＥＴ

□　千代田工営株式会社

　　　〒330-0855　埼玉県さいたま市大宮区上小町940

　　　TEL　048-642-4191　／ email chiyoda4191@chiyodakouei.com

6.5m＋6.0m　機械式継手

S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事
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S=1/ -訓練塔 鋼管杭標準図

共通



12.6

W

12.6

15.7

15.7

18.7

18.7

21.8

21.6

24.9

24.6

120 18.7

150

180

24.4

29.4

206

232

34.4

39.3

7.95

7.97

9.88

9.88

11.8 

11.8 

13.7 

13.6

15.7 

15.5

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6
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S=1/ -訓練塔 床型枠用鋼製デッキプレート

共通       設計・施工標準図



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2 013
S=1/100ボーリング柱状図(1)

ボーリング柱状図

調 査 名 令和4年度 坂東消防署庁舎建設工事基本設計及び実施設計業務

事 業・ 工 事 名

ボ ーリ ン グ 名 B - 1 調 査 位 置 茨 城県 坂 東市 上 岩 井 地内 北 緯 3 6 ﾟ 4 ' 0 5 . 2 "

東 経 1 3 9 ﾟ 53 ' 00. 5 "発 注 機 関 株式 会 社 楠山 設 計 調 査 期 間 令和 5年 2月 1 4日 ～ 5年 2月 1 7日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 Ｄ Ｓ Ｄ・ 地 盤

電話 ( 0 3 - 3 2 9 2 - 3 5 7 1 )
主 任 技 師 石 塚 裕司

現 場
代 理 人 新 井 大 地

コ ア

鑑 定 者
糸 賀 久 直

ボ リーング
責 任 者

圓 谷 洋司

孔 口 標 高 H=
18.596m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ
上

下

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ

水平
0ﾟ鉛

直

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D O - D
ハン マー

落下用具
ハン マ ー

エ ン ジ ン Y A N M A R N F 8 0 - L ポ ン プ 東 邦 B G - 3 C総 掘 進 長  35.45m

ボーリング No

シート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

標

高

(m)

17.15

16.00

14.70

13.90

12.85

12.30

11.75

10.00

7.85

6.35

5.55

2.85

1.65

-2.10

-3.40

-4.80

-6.55

-6.95

-7.90

-14.40

-16.85

層

厚

(m)

1.45

1.15

1.30

0.80

1.05

0.55

0.55

1.75

2.15

1.50

0.80

2.70

1.20

3.75

1.30

1.40

1.75

0.40

0.95

6.50

2.45

深

度

(m)

1.45

2.60

3.90

4.70

5.75

6.30

6.85

8.60

10.75

12.25

13.05

15.75

16.95

20.70

22.00

23.40

25.15

25.55

26.50

33.00

35.45

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

少量の砕石が点在。
植物根が混入。

表土(
黒ボク
)

黒
褐
灰

含水量は中位。粘性は中位。
植物根が少量混入。

ロ

ム

茶
褐

中
位

含水量は中位。粘性は強い。
所々、褐色が混じる。

GL-3.50m以深、砂分が混じる。

火山灰
質粘土

乳
黄
灰

硬
い

含水量は中位～若干多い。
全体に粘性は強い。

粘土質
細砂

黄
灰

緩
い

含水量は中位。粘性は中位。
粒子はやや不均一。

粘土混
り細砂

黄
灰

中
位

含水量は中位。粒径はやや均一。細砂 暗灰 緩い

含水量は中位。粘性は弱い。
砂分が混入。

砂質シ
ルト

暗褐
灰 中位

含水量は多い。粘性は中位。
粒径はやや均一。

GL-8.00m以深、
含水量は非常に多くなる。
雲母片が少量混入。

粘土混
り細砂

暗
黄
灰

中
位

緩
い

含水量は中位。
粒径は若干不均一。
所々、褐色が混じる。

細
砂

暗
黄
灰

密

含水量は若干少ない。

GL-11.05m付近まで軽石が混じる。
有機物及び腐植木根が混入。

GL-12.00m付近、
軽石及び若干の砂分が混入。

GL-12.00～-12.05m間、
ハンマー自重沈下。

有
機
質
シ
ル
ト

黒
褐
灰

軟
ら
か
い

含水量は若干多い。
全体に粘性は強い。
砂分粒子は不均一。

シルト
質細砂

暗
灰

中
位

含水量は若干多い。
粒径は不均一。
所々φ 2m/m程度の
小礫が少量点在する。

中
砂

暗
灰 密

含水量は中位。
粒径は微細砂にて均一。

細
砂

暗
緑
灰

密

含水量は中位。粒径はやや不均一。
所々シルト 分が優勢。
薄層にシルトを挟む。

シ
ル
ト
質
微
細
砂

暗
緑
灰

中
位

含水量は中位。粘性は中位。
所々、レンズ状及び薄層に微細砂
が混る。

砂混り
シルト

暗
灰

中
位

含水量は多い。粒径はやや不均一。細
砂

緑
灰

中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体に貝殻片が多量に混入する。

GL-24.50m以深、φ 2～5mm位の礫が
多く混入する。

貝殻混
り中砂

暗
灰

中
位

含水量は少ない。少量に砂が混る。固結シ
ルト

暗緑
灰

固結
した

含水量は中位。粒径はやや不均一。
全体に小径の貝殻片が混入する。

貝殻混
り細砂

暗
灰

中
位

含水量はやや多い。
粒径はやや不均一。所々に少量の
細礫が混入する。
GL-29.60m～30.80m間、所々少量
斑点状及びレンズ状にシルトを挟む
GL-31.00m以深、少量に中砂が混る。

細
砂

暗
灰

中
位

密

含水量は中位。粒径は不均一。
粗砂及びφ 2m/m位の小礫が混じる。

GL-34.00m以深、含水量は多い。
GL-35.00m付近、φ 2～4m/m位の
礫が約3～5%混在。

礫
混
り
中
砂

暗
灰

中
位

孔
内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

3.64
2/14

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.47

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.52

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.45

35.15

35.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0
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2

15

2

11

2

2

14

4

3

4

2

15
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15
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10
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8

5

6

5

2

4

8

10

12

8

8

10

11

5

11

10

7

5

7

10

20

1

5

2

12

3

2

11

4

3

12

6

1

5

12

11

2

13

1

11

7

12

10

14

8

7

9

8

2

6

9

8

17

9

9

11

13

4

12

10

6

5

9

20

30

2

1

7

3

2

7

4

2

8

8

4

16

14

1

7

1

11

10

13

10

14

13

9

10

8

3

9

12

9

28

10

11

12

14

5

15

12

7

7

13

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

5

30

5

30

8

30

6

32

12

30

8

30

18

30

7

30

37

30

34

30

4

30

3

37

23

30

35

30

31

30

38

30

29

30

21

30

25

30

21

30

7

30

19

30

29

30

27

30

57

30

27

30

28

30

33

30

38

30

14

30

38

30
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30
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30

29

30
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原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

およ び結果

試 料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

掘

進

月

日

2

14

2

15

2

16

2

17

2
2
0
0

2
1
0
0
0

杭天端

杭先端

金属鋲

KBM　1
H=18.522

金属鋲

KBM　2
H=16.550

浸透No.1

B-1

B-4

B-3

B-5

調査位置図

GL 4

共通

KBM1(H=18.522m)
KBM2(H=16.550m)
GL(H=18.600m)=KBM1+0.078m

=KBM2+2.050m
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坂東消防署庁舎建設工事
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ボーリング柱状図

調 査 名 令和4年度 坂東消防署庁舎建設工事基本設計及び実施設計業務

事 業・ 工 事 名

ボ ーリ ン グ 名 B - 3 調 査 位 置 茨 城 県 坂 東市 上 岩 井 地内 北 緯 3 6 ﾟ 4 ' 0 4 . 4 "

東 経 1 3 9 ﾟ 53 ' 02. 3 "発 注 機 関 株式 会 社 楠山 設 計 調 査 期 間 令和 5年 2月 1 8日 ～ 5年 2月 25日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 Ｄ Ｓ Ｄ・ 地 盤

電話 ( 0 3 - 3 2 9 2 - 3 5 7 1 )
主 任 技 師 石 塚 裕司

現 場
代 理 人 新 井 大 地

コ ア

鑑 定 者
糸 賀 久 直

ボ リーング
責 任 者

圓 谷 洋司

孔 口 標 高 H=
18.737m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ
上

下

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ

水平
0ﾟ鉛

直

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D O - D
ハン マー

落下用具
ハン マ ー

エ ン ジ ン Y A N M A R N F 8 0 - L ポ ン プ 東 邦 B G - 3 C総 掘 進 長  40.38m

ボーリング No

シート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

標

高

(m)

18.34

16.24

13.94

12.64

7.88

6.04

4.99

2.94

0.84

-2.01

-3.14

-4.76

-5.31

-6.01

-7.76

-9.91

-11.01

-15.56

-16.86

-18.11

-18.91

-21.01

-21.64

層

厚

(m)

0.40

2.10

2.30

1.30

4.76

1.84

1.05

2.05

2.10

2.85

1.13

1.62

0.55

0.70

1.75

2.15

1.10

4.55

1.30

1.25

0.80

2.10

0.63

深

度

(m)

0.40

2.50

4.80

6.10

10.86

12.70

13.75

15.80

17.90

20.75

21.88

23.50

24.05

24.75

26.50

28.65

29.75

34.30

35.60

36.85

37.65

39.75

40.38

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

黒ボクの耕作土。表土 黒褐
灰

含水量は中位。粘性は中位。
植物根が少量混入。

ロ

ム

茶
褐

中
位

含水量はやや少ない。粘性は強い。

GL-3.50m付近より暗乳灰となり、
粘性非常に強くなる。

GL-3.60m付近より乳黄灰となり、
炭化物、スコリア等混入し、
含水量は中位。少量の砂分が混じ
る。

火
山
灰
質
粘
土

茶褐
～暗
乳灰
～乳
黄灰

中
位

含水量は少ない～中位。
全体に粘性は強い。

GL-4.80m～5.20m付近砂分多く、
凝固質帯びる。

GL-5.20m付近より暗黄灰色となり
含水量はやや多くなる。
全体に砂分が多く混入。

砂
質
粘
土

暗黄
褐～
暗黄
灰

非
常
に
硬
い

含水量は中位。粒径は微細砂。

GL-7.00m以深、含水量は多い。
所々、黄褐色を1 m/m位の
レンズ状に挟む。

細
砂

暗
黄
灰

中
位

緩
い

中
位

含水量は少ない。粘性は中位。
所々に軽石、
腐植木根、炭化物が混入。

有
機
質
粘
土

黒
褐
灰

含水量は若干多い。粒径は不均一。
φ 2m/m程度の小礫が少量混在。

細
砂

暗
灰 密

含水量は若干多い。粒径は不均一。
φ 2～5m/m位の小礫を約5%程度混在。

礫
混
り
中
砂

暗
灰 密

含水量は中位。粒径は均一。
全体に粒径細かく
微細砂でも良い位。
及び少量のシルト 分混入。

GL-15.80～-16.10m間、
シルトを挟む。

シ
ル
ト
混
り
細
砂

暗
灰

密

中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体にシルト 分が多く混入。
所々レンズ状及び
薄層状にシルトを挟む。

シ
ル
ト
質
微
細
砂

暗
緑
灰

中
位

含水量は中位。
全体に微細砂が多く混入。

砂質シ
ルト

暗
灰

硬
い

含水量は中位～やや多い。
粒径は不均一。

GL-22.05m付近、
薄層状にシルトを挟む。
φ 2m/m程の小礫が若干点在。

細
砂

暗
緑
灰

中
位

φ 2～30m/m位の礫が多く、
貝殻片が混入。砂礫 暗灰 密

含水量は少ない。粘性は弱い。
ポケット 状に
貝殻片混りの砂を挟む。

固結シ
ルト

淡緑
灰

硬
い

含水量は中位。粘性は弱い。
貝殻片が多く混在。

貝殻混
り中砂

暗
灰 密

含水量は中位。粒径は不均一。

GL-28.40m付近、
緑灰色のシルトを少量挟む。

細
砂

暗
緑
灰

密

中
位

含水量は多い。
シルト 分が少量混入する。

シルト
混り細
砂

暗
灰

中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
φ 2m/m程度の礫が若干混在。

中
砂

暗
灰

中
位

非
常
に
密

含水量はやや多い。粒径は不均一。
中砂が多く混入。
φ 2～5m/m位の礫を約7%位混在。
所々ブロック状に固結している。

礫混り
細砂

緑
灰

非
常
に
密

含水量はやや多い。粒径は不均一。
中砂が混じる。

細
砂

緑
灰

非
常
に
密

含水量は少量。固結を呈す。
全体に少量砂が混る。

砂混り
固結シ
ルト

緑黄
灰

固
結

含水量は中位。粒径は細く均一。
所々薄層に黒青灰色を挟む。

細
砂

暗
灰

緑
青
灰

非
常
に
密

含水量は中位。粒径は不均一。
所々少量にφ 2～4m/m位の礫が混入。

礫混り
細砂

緑青
灰

非常
に密

孔

内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

4.69
2/18

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.46

2.15

2.45

3.15

3.47

4.15

4.47

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.46

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.45

35.15

35.34

36.15

36.33

37.15

37.45

38.15

38.36

39.15

39.38

40.15

40.38

10cmごとの

打 撃 回 数

0
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12
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15

1
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3

8

2

12

4
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14

8
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8

7
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5

5

4

3

6

7

15

6
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6

2

5

6

7

5

10

26

29

12

25

21
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2

1
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2

12

2
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7

4

8

2

6

5

1

1

6

14

11
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7

8

5

4

11

9
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6

5

9

6

7

6

16
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9

31

8

11

31
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20

30

2

9

2

2

2

9

7

5

7

4

9

6

6

2

2

18
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12
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11

11

9

10

5

13
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17

8

16

14

8

5

11

9
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8

27
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4

1

10

3
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3

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

6

31

5

30

5

32

5

32

19

30

12

30

23

30

8

31

16

30

20

30

4

30

5

30

40

30

31

30

30

30

32

30

27

30

23

30

22

30

19

30

12

30

30

30

26

30

46

30

21

30

39

30

38

30

20

30

12

30

25

30

21

30
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30

19

30
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60
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33
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N 値
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原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.00

試 験 名

およ び結果

孔内載荷試験

試 料採取

深

度

(m)

8.15

8.46

試

料

番

号

P3-1

採

取

方

法

○P

室
内
試
験

物理

掘

進

月

日

2

18

2

20

2

21

2

22

2

24

ボーリング柱状図

調 査 名 令和4年度 坂東消防署庁舎建設工事基本設計及び実施設計業務

事 業・ 工 事 名

ボ ーリ ン グ 名 B - 4 調 査 位 置 茨 城県 坂 東市 上 岩 井 地内 北 緯 3 6 ﾟ 4 ' 0 2 . 8 "

東 経 1 3 9 ﾟ 5 3 ' 02. 0"発 注 機 関 株式 会 社 楠山 設 計 調 査 期 間 令和 5年 2月 22日 ～ 5年 2月 27日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 Ｄ Ｓ Ｄ・ 地 盤

電話 ( 0 3 - 3 2 9 2 - 3 5 7 1 )
主 任 技 師 石 塚 裕司

現 場
代 理 人 新 井 大 地

コ ア

鑑 定 者
糸 賀 久 直

ボ リーング
責 任 者

荒 井 辰 徳

孔 口 標 高 H=
18.356m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ
上

下

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東
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1
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標

高

(m)

16.56

15.61

14.66

13.51

12.16

11.31

9.51

7.51

6.26

5.61

1.86

1.56

-3.64

-4.54

-5.94

-6.64

-8.24

-11.89

-12.49

-14.84

-15.44

-16.64

-17.09

層

厚

(m)
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0.95

0.95

1.15
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3.75
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5.20

0.90

1.40

0.70
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3.65

0.60

2.35

0.60
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0.45

深

度

(m)
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2.75
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4.85
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7.05

8.85

10.85
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12.75
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24.30

25.00

26.60
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30.85

33.20

33.80

35.00

35.45

柱

状
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土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

全体に所々、植物根が混在。

GL-1.00m以深、
全体に含水量は多くなる。

表土(
黒ボク
)

黒褐
灰～
暗茶
褐

含水量は中位。粘性はやや弱い。
全体に所々、
極少量の植物根が混在。

ローム
茶
褐

含水量は少量。粘性は強い。
全体に所々、
極少量のスコリアが点在。

GL-3.00m付近、
薄層状に茶褐色を示す。

火山灰
質粘土

乳
灰

中
位

含水量は中位。粘性はやや強い。
全体に所々、
黄灰及び茶褐色を示し
極少量に固結が見られる。

GL-4.80m付近、
固結した細砂が狭在。

砂
質
粘
土

乳
黄
灰

硬
い

含水量は中位。粘性はやや強い。
全体に所々、有機物が極少量混在。

砂混り
粘土

乳
黄
灰

軟ら
かい
～固
結し
た

含水量は少量。粒径はやや不均一。

GL-6.30～-6.40m間、
細粒分が多めとなる。

細
砂

黄
灰 密

含水量は中位。粒径はやや不均一。
全体に少量細粒分含み、
極少量に酸化がみられる。

シルト
混り細
砂

茶
黄
灰

緩
い

含水量は中位。粒径はやや均一。

GL-9.30m付近、薄層に黄茶灰色示
す。

GL-10.10m～10.30m間、
所々薄層に酸化がみられる。

GL-10.35m～10.40m間、暗緑灰色を
示す。以深、暗灰色となる。

細
砂

暗
茶
灰

中
位

密

含水量は少量。粘性は中位。
全体に所々薄層に炭化物及び、
軽石が混入。
GL-11.95m～12.10m間、緑灰色の
粘土が挟在。

有機質
粘土

黒
褐

中
位

含水量は中位。粒径はやや不均一。
全体に所々薄層に粘土が挟在。

粘土混
り細砂

緑灰 緩い

含水量は中位。粒径はやや不均一。

GL-14.00m以深、全体に所々薄層に
中砂が挟在。

GL-16.00m以深、粒径やや細くなる。

細
砂

暗
灰

中
位

密

含水量は少量。粒径はやや不均一。
全体に所々雲母片が混入し、所々
少量に細粒分が薄層に挟在。

シルト
混り細
砂

暗
灰

含水量は少量。粒径は均一。
全体にシルト が薄層に挟在。
所々少量に雲母片が混入。

GL-21.00m以深、含水量は中位。
全体にシルト は多く混在する。

シ
ル
ト
質
細
砂

暗
灰

緩
い

中
位

含水量はやや多い。粒径は均一。細
砂

暗緑
灰 密

含水量は多い。粒径は不均一。
φ 2～20m/m程の
貝殻片が全体に多く混在。
φ 2～10m/m程の
亜円～亜円角礫が少量混在する。
砂として中砂及び粗砂が主体。
細砂は少量混在する。
所々に少量のシルト が
不規則に混在する。

貝
殻
片
・
礫
混
り
砂

灰 密

含水量は少ない。
粘性は非常に強い。
所々に少量の微細砂が混在する。

固結シ
ルト

暗
灰

固結
した

含水量は中位。粒径はやや不均一。
所々に薄層状に固結シルト が混在。
少量の中砂が混在。

GL-26.00m以深、粒径は均一。
中砂は少なくなる。
全体にやや固結する。

細
砂

暗
灰

非
常
に
密

含水量は多い。粒径はやや均一。
全体に中砂が混在。
少量のシルト が混在。
所々に2～5cm程の
層状にシルト が混在する。

GL-29.00m以深、
全体にシルト がやや多くなる。

シ
ル
ト
混
り
細
砂

暗
灰

中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体に乳灰色のシルト が混在。
固結が少量見られる。

シルト
質細砂

暗
灰

中
位

含水量は中位； 粒径は不均一。
全体に少量の細粒分を含み
中砂が混在。

GL-31.40m付近、薄層状に
緑灰色の粘土が少量狭在。

GL-33.05～-33.20m間、
暗緑灰色の細砂が薄層状に
狭在し、その部分固結が見られる。

シ
ル
ト
混
り
細
砂

暗
灰

密

中
位

含水量は少量。粘性は弱い。
全体に少量の
軽石及び雲母片が点在。

砂混り
シルト

暗
灰

硬
い

含水量は少量。粘性は弱い。
全体に所々、
有機物が極少量混在。

シ
ル
ト

暗
灰

硬い
～非
常に
硬い

含水量は少量。粘性は弱い。
全体に所々、固結が見られる。

GL-35.35m付近、
薄層状に細砂が狭在。

砂質シ
ルト

暗
茶
灰

非常
に硬
い

孔

内
水
位

(m)
／
測
定
月
日
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標

高

(m)

16.94

15.44

13.94

11.74

10.69

9.74

7.79

6.39

5.89

2.79

1.84

-2.26

-3.31

-5.16

-7.16

-10.21

-16.26

-18.11

-19.16
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-23.21
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-26.76
-26.91

層

厚

(m)

0.60

1.50

1.50

2.20

1.05

0.95

1.95
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0.50
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0.95

4.10

1.05

1.85

2.00

3.05

6.05

1.85

1.05

2.30

1.75

3.05

0.50
0.15

深

度
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11.15
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14.75

15.70
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20.85
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35.65

36.70
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密

度
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記

事

全体に植物根が多く混在。表土(
黒ボク
)

黒褐
灰

含水量は少量。粘性は弱い。
全体に所々
ブロック状に茶灰色を示す。
下部に従い粘性は強くなる。

ロ

ム

茶
褐

中
位

含水量は少量。粘性は強い。
全体に所々
軽石が極少量点在。

GL-3.45m以深、
砂分がやや多くなる。

火山灰
質粘土

乳
黄
灰

中
位

含水量は少量。粒径はやや不均一。
全体に茶褐色を所々に示し
やや固結している。
GL-4.00m以深、
所々に極少量のスコリアが点在。

GL-5.25m以深、暗緑灰色となる。

粘
土
質
細
砂

黄
灰

暗
緑
灰

中
位

含水量は中位。粘性はやや弱い。
全体に所々、
薄層状に有機物が少量混在。

GL-6.80～-6.85m間、固結している。

砂質粘
土

暗
茶
褐

中
位

含水量は中位。粒径はやや不均一。
全体に少量の細粒分が混在。

シルト
混り細
砂

黄
灰

中
位

含水量は中位。粒径はやや均一。
全体に極少量の雲母片が混在。

GL-9.00m以深、所々に
薄層状に茶褐色を示す。

細
砂

黄
灰

中
位

密

含水量は少量。粘性は弱い。
全体に多く有機物が混在。

GL-10.10m付近、
薄層状に軽石が狭在。

有機質
シルト

黒
褐
灰

硬い
～中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体に薄層状に有機物が混在。
細粒分がやや多めに混在。

GL-11.40m付近、
極少量の軽石が点在。

シルト
質細砂

暗
灰

中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体にやや粗めの細砂が主体とな
る。

GL-13.10m以深、全体に所々
薄層状に軽石及び細礫が狭在。

中
砂

暗
灰 密

含水量は中位。粒径は均一。
全体に所々、雲母片が混在。
微細砂が主体となる。

細
砂

暗
灰 密

含水量は少量。粒径はやや均一。
全体に少量の細粒分を含む。

GL-18.20m付近、
薄層状にシルト が狭在。

シ
ル
ト
質
微
細
砂

暗
緑
灰

密

中
位

砂混り
シルト

暗
灰

含水量は中位。粒径はやや不均一。

GL-21.10m～21.15m間、シルト 挟在。
以深、緑灰色の細砂となる。

GL-22.00m以深、暗緑灰色となる。
全体に少量細礫が混入。

細
砂

暗灰
～緑
灰～
暗緑
灰

非常
に密
～中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体に貝殻片が非常に多く混入し、
φ 3～10mm位の亜円・亜角礫が混入。

GL-24.00m以深、
所々薄層に固結している。

貝
殻
混
り
中
砂

暗
緑
灰

中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体に所々細礫が極少量混入。

GL-26.30m付近、薄層にシルト 挟在。

GL-27.35m～37.40m間、所々
シーム状にシルト が挟在。

細
砂

暗
灰

密

中
位

含水量は多い。粒径は不均一。

GL-28.00m以深、含水量が非常に多
く
なり、全体に細粒分が含む。

GL-28.40m付近、細礫が点在。

GL-30.25m付近、乳灰色の固結シル
ト
が薄層に挟在。以深、所々に
φ 3～7mm位の礫が少量混入。

シ
ル
ト
混
り
細
砂

暗
灰

暗
緑
灰

中
位

非
常
に
密

含水量は多い。粒径は不均一。

GL-34.05m付近、やや固結。

GL-35.30m付近、薄層に固結。

細
砂

暗
緑
灰

密

非
常
に
密

含水量は少量。粘性はやや強い。
シ
ル
ト

暗
灰

中
位

含水量は中位。粒径は不均一。
全体に所々シルト が互層状に混在。

シ
ル
ト
混
り
細
砂

暗
灰

中
位

緩
い

含水量は多い。粒径は不均一。
全体に所々3～8mm位の亜円・亜角礫
が少量混在。
GL-40.00m以深、礫が少量となる。

礫
混
り
細
砂

暗
灰

非
常
に
密

含水量は少量。粒径はやや不均一。
全体に少量雲母片が混入。

GL-41.30m以深、緑灰色となる。

GL-42.35m付近、礫が点在。

細
砂

暗
灰

緑
灰

非
常
に
密

含水量は少量。粘性は弱い。

GL-44.05m付近、薄層にスコリア挟
在。

砂混り
シルト

暗
灰

非常
に硬
い

含水量は少量。粒径はやや不均一。
全体に所々雲母片が混入。

シルト
混り細
砂

暗
灰 密

孔
内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

2.90
3/2

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45
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S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2 001
S=1/100庁舎棟   杭伏図
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S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2 002
S=1/100庁舎棟   基礎及びピット伏図
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坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2 003
S=1/100庁舎棟   １階柱壁１階床梁伏図

（見下げ図） 1/1001階柱壁　1階床梁伏図
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吹　抜

吹　抜吹　抜吹　抜
W
2
0

W20W20W20W20

W20 W20 W20

W
1
8
A

W
1
8
A

吹　抜

避雷針基礎

動力盤基礎

乾燥室/厨房ﾌｧﾝ 

RFL±0～-150：

P
G
1
1

P
G
1
1

B
1
4

S1

B1

ハト小屋

P
C
G
1
1

P
C
G
1
1

P
C
G
1
1

B
8

B1

S2

W18A

S4S4

：設備基礎5 ．

吹　抜

柱面(C7以外）

5
0
0

柱面(C7)

A

意匠図参照
ホースリフター

B1

S4

B1

B1

S4

S4



5500 8500 8500 8500

6
0
0
0

5
7
0
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（見下げ図） 1/100PHR階床梁伏図

S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2 006
S=1/100庁舎棟   PHR階床梁伏図

Y

Y

XX

AY2

AY3

AY4

AX1 AX2 AX3 AX4 AX5

S5

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

+2700

B8

B8

B8

B8

B9

B9

B9

B9

スラブ勾配なりとする一般梁天端：

：スラブ勾配を示し、（　）内数値は

2

特記なき限り下記による

1

3 ．

．

．

B6 B6 B7 B7

S1

+3000

+1300

+2000

水勾配なりとする一般床版天端：

RFLからの下がり寸法を示す。

+600

+2080

CS1

WB1

W
B
1

W
B
1

A



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2 007
S=1/200庁舎棟   軸組図-1

C4 C3 C3 C3 C3 C3 C4

5500 8500 8500 8500 8500 5500

45000

1
5
0

7
7
5
0

4
0
0
0

AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7AX1

AY1 1/200通　軸組図

GL

3
6
0
0

3
0
0
0

1FL

2FL

RFL

PHRFL

C2 C1 C1 C1 C1 C1 C2

5500 8500 8500 8500 8500 5500

45000

AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7AX1

AY2 1/200通　軸組図

C6 C1 C2

5500 8500 8500 8500 8500 5500

45000

1
5
0

7
7
5
0

4
0
0
0

AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7AX1

AY5 1/200通　軸組図

GL

3
6
0
0

1FL

2FL

C6 C5 C5 C5 C5 C4

5500 8500 8500 8500 8500 5500

45000

AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7AX1

AY6 1/200通　軸組図

C2 C1 C1 C1 C1 C1 C2

5500 8500 8500 8500 8500 5500

45000

1
5
0

7
7
5
0

4
0
0
0

AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7AX1

AY3 1/200通　軸組図

GL

3
6
0
0

3
0
0
0

1FL

2FL

PHRFL

C4 C1 C7 C7 C7 C7 C2

5500 8500 8500 8500 8500 5500

45000

AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7AX1

AY4 1/200通　軸組図

特記なき限り下記による

W15一般壁：．1

2 ．

3 ：増打コンクリート．

梁符号は上階に倣う。

．

G2 G2 G2 G2 G4G4 G1 G1 G1 G1 G4G4

G1 G1 G1
G3 G4

G4

G5 G5 G5

G5 G4
G4

G4 G4G6 G7 G7 G7 G7

Fc=33N/ 

Fc=33N/ 

Fc=33N/ 

EW20

2
8
0
0

910

W20

W22

C8

EW22

2
1
2
0

1340

EW22

2
1
2
0

1040

EW22

EW22W20W20EW22

10401340

EW22A

EW18 EW18

1340

2
1
7
0 EW18

EW18

B10B10B10

B6 B6 B7 B7

W20W20W20W20

F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1

FG3 FG2 FG2 FG2 FG2 FG3

F1 F1F2 F2 F2 F2

FG1 FG1 FG1 FG1 FG3FG3

F1

F1A

F2 F2 F2

FG1 FG1 FG1 FG4 FG3FG3

F1 F1F2 F2F3F4

FG1 FG1 FG1 FG1 FG3FG3

FG3FG3

F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1

FG2 FG2 FG2 FG2 FG3FG3

パラペット天端

6
0
0

1000 1000 1000 1000

1000 1000 1000 1000

1000 1000

F1

RFL

パラペット天端

6
0
0

RFL

パラペット天端

6
0
0

1040

2
1
7
0

B15

SP1 SP1

B15
EW18

1340
2
1
7
0

5
0

2
1
2
0

5
0

2
1
2
0

5
0

W18A

1
0
0

5
0

8500 8500 8500 8500

34000

AX2 AX3 AX4 AX5 AX6

3
6
0
0

2FL

RFL

パラペット天端

6
0
0

SP100 SP100 SP100 SP100 SP100 SP100 SP100 SP100 SP100 SP100 SP100

HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1

AY6 1/200+800 通　軸組図

W18

W18

W18

W18

W18

W18

W18

W18

雑詳細図参照
外壁受納まり

W20 W20 W20

SP125

SB25

SP125

SB25

W20

W18A
WB1

SP100

SP100

A

F2

F2 F2 F1 F4

F1A

2
0
8
0

2185 735

2460 860 1560 665 2120

1150

2900 2900

490 950 950 950 950 950

1016 1024 890 5105 4485 1376

600



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2 008
S=1/200庁舎棟   軸組図-2

6300

30900

6000 5700 6300 6600

AY2 AY4 AY5 AY6AY3AY1

1
5
0

7
7
5
0

4
0
0
0

GL

3
6
0
0

3
0
0
0

1FL

2FL

PHRFL

1
5
0

7
7
5
0

4
0
0
0

GL

3
6
0
0

1FL

2FL

1
5
0

7
7
5
0

4
0
0
0

GL

3
6
0
0

3
0
0
0

1FL

2FL

PHRFL

AX1 1/200通　軸組図

6300

30900

6000 5700 6300 6600

AY2 AY4 AY5 AY6AY3AY1

AX2 1/200通　軸組図

6300

30900

6000 5700 6300 6600

AY2 AY4 AY5 AY6AY3AY1

AX3 1/200通　軸組図

C2 C2 C4C4 C1 C1 C1C3 C6 C6 C1 C1 C7C3 C5

6300

30900

6000 5700 6300 6600

AY2 AY4 AY5 AY6AY3AY1

AX4 1/200通　軸組図

6300

30900

6000 5700 6300 6600

AY2 AY4 AY5 AY6AY3AY1

AX5 1/200通　軸組図

6300

30900

6000 5700 6300 6600

AY2 AY4 AY5 AY6AY3AY1

AX6 1/200通　軸組図

6300

30900

6000 5700 6300 6600

AY2 AY4 AY5 AY6AY3AY1

AX7 1/200通　軸組図

C1 C1 C7C3 C5 C1 C1 C7C3 C5 C1 C1 C7C3 C1 C5

C2 C2 C2C4 C2 C4

特記なき限り下記による

W15一般壁：．1

2 ．

3 ：増打コンクリート．

梁符号は上階に倣う。

．

G11 G11 G11
G12 G12

G11 G11 G14 PG11

G11 G11 G14 PG11 G11 G11 G14 PG11 G11 G11 G11 G12 G12

G13 G13 G12
G12 G12

G12
G12 G12

W20 EW20

EW18 EW18 EW18

W20 W20

EW18 EW18

EW18 EW18

EW22 EW22W22W20
W20

Fc=33N/ 

Fc=33N/ 

Fc=33N/ 

W20 W20

EW18 EW18

2
6
7
0

910

EW22 EW22

2
1
5
0

1100

W20

EW18

2
2
7
0

1840

W18A
W20 W20 W20

W20W20

F1 F1 F1 F1

FG13 FG12 FG12 FG14

F1

FG13 FG11 FG11 FG12 FG12

F1 F1F2 F2 F2

FG13 FG11 FG11 FG14

F1 F1F2 F4F2

FG13 FG11 FG11 FG14

F1F2 F3

FG13 FG11 FG11 FG14

F1 F1F2 F1 F1F1F2 F2

FG13 FG11 FG11 FG11 FG13

FG13 FG12 FG12 FG12 FG12

F1 F1 F1F1

1200 800 1200 800 1200 800

1200 8001200 800

1200 800

1200 800

RFL

パラペット天端

6
0
0

RFL

パラペット天端

6
0
0

RFL

パラペット天端

6
0
0

1200 800

B16

SP1 SP1

PCG11

PCG11PCG11

2
2
4
0

1500

2
2
4
0

1500

SP1 SP1

5
0

W18A

5
0

8
4
0

1820

SP100SP100

SP100 SP100

WB1

2
8
0
0

2
8
0
0

F1A

F2F1 F2 F4 F2

F1AF1

W26

W26

W26

W26

2
0
8
0

A

3575 3520

955480
3560

3520 3520 1880

3430

2895

475

1490 955 1520

3180 515



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

地中梁リスト 1/50 注）特記なき限り、1.腹筋用巾止筋はD10@1000以内とする。

位 置

断 面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

符 号 FG1

両端 中央

FG2

全断

FG3

全断

FG4

全断

FG11

全断

FG12

全断

FG13

全断

FG14

両端 中央

500x2000

 7-D25

 4-D25

-D13 @200

 8-D13

 5-D25

 4-D25

500x2000

 5-D25

 4-D25

-D13 @200

 8-D13

500x2000

 5-D25

 4-D25

-D13 @200

 8-D13

650x2000

 8-D25

 5-D25

-D13 @150

 8-D13

500x2000

 8-D25

 6-D25

-D13 @200

 8-D13

500x2000

 6-D25

 4-D25

-D13 @200

 8-D13

500x2000

 6-D25

 5-D25

-D13 @200

 8-D13

600x2000

 8-D25

 8-D25

-D13 @200

 8-D13

 5-D25

 8-D25

位 置

断 面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

符 号 FB1

全断

350x2000

-D13 @200

 8-D13

 3-D19

 3-D19

F1

1/50基礎リスト

1
8
5
0

1
2
5
0 6
2
5

6
2
5

1250

625625

7
-
D
1
3

7-D13

1-500 φ

（
共

通
）

1
1
0 5
0

6
0

8
0
0

2
0
d

F1A

2
3
5
0

1
2
5
0 6
2
5

6
2
5

1250

625625

7
-
D
1
3

7-D13

1-500 φ

1
1
0 5
0

6
0

F2

1
8
5
0

1
5
0
0

7
5
0

7
5
0

1500

750750

8
-
D
1
3

8-D13

1-600 φ

1
1
0 5
0

6
0

F3

1
8
5
0

1
7
5
0

8
7
5

8
7
5

1750

875875

9
-
D
1
6

9-D16

1-700 φ

1
1
0 5
0

6
0

F4

1
8
5
0

2
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

2000

10001000

1
1
-
D
1
6

11-D16

1-800 φ

1
1
0 5
0

6
0

B

6
0

5
0

D
袴筋 D13@300（共通）

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

1/50
庁舎棟   基礎リスト・地中梁リスト

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

4-D13

L
2（

共
通

）

縦型(L型フック)

D13@200

縦筋(L型フック)

D13@200

横筋(フープ形状)
4-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

い

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

4-D13

縦型(L型フック)

D13@200

縦筋(L型フック)

D13@200

い 帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

4-D13

縦型(L型フック)

D13@200

縦筋(L型フック)

D13@200

い

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

4-D13

縦型(L型フック)

D13@200

縦筋(L型フック)

D13@200

い

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

4-D13

縦型(L型フック)

D13@200

縦筋(L型フック)

D13@200

い

2
0
d（

共
通

）

横筋(フープ形状)
4-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

横筋(フープ形状)
4-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

横筋(フープ形状)
4-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

Lo

LdLd

（dは主筋径）

・特記なき場合カットオフ長さ（Ld）はLo/4+15dかつ下表の値以上とする。

< カットオフ長さ（Ld）>

階数

符号
FG1

1 3000

地中梁カットオフ筋定着長

FG14

4100

梁主筋関係図

X方向上端筋

Y方向上端筋

X方向下端筋

Y方向下端筋

横筋(フープ形状)
4-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

い － 断　面い い － 断　面い い － 断　面い い － 断　面い い － 断　面い

人通孔補強配筋要領図

@FG1 100

L1

斜め補強筋

横補強筋

下 スターラップ

縦補強筋

上 スターラップ

上下スターラップ斜め補強筋符　号 縦補強筋 横補強筋

φ=600<　　　　>

縦補強筋組数表記範囲

斜め補強筋一面の範囲

横補強筋一段本数

補強筋表示要領

・斜め補強筋

2  x  （　4　-　D19  ）

補強面数

一面当りの合計本数

鉄筋径

・縦補強筋

2  x  （　  　-　D13  ）

補強筋組数

補強筋形状

鉄筋径

・横補強筋

2  -  D16

一段当りの本数

鉄筋径

x（ 4-D253 ） x（5 4-D13 ） 3-D16

い

い 断　面－い い

-D 13

L1

φ

L1

FG3

FG4

FG11

FG13

FB1

x（ 4-D253 ）

x（ 4-D253 ）

x（ 4-D253 ）

x（ 4-D253 ）

x（ 4-D162 ）

x（5 4-D13 ）

x（4 4-D13 ）

x（5 4-D13 ）

x（5 4-D13 ）

x（2 2-D13 ）

3-D16

3-D16

3-D16

3-D16

2-D16

@ 100-D 13

@ 100-D 13

@ 100-D 13

@ 100-D 13

@ 100-D 13

009A



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

梁リスト 1/50 注）特記なき限り、1.腹筋用巾止筋はD10@1000以内とする。

庁舎棟   柱リスト・梁リスト
1/50

位 置

R

階

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

2

階

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

符 号 G1

両端 中央

G2

両端 中央

G3

全断

G4

全断

G5

全断

G6

中央

G7

全断

G11

全断

G12

全断

G13 G14

全断

500x800

10-D25

 5-D25

-D13 @100

 2-D10

 5-D25

 7-D25

500x800

10-D25

 5-D25

-D13 @100

 2-D10

 5-D25

 7-D25

500x800

 8-D25

 5-D25

 2-D10

 5-D25

 5-D25

500x800

 8-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

 5-D25

 5-D25

650x800

 8-D25

 6-D25

-D13 @100

 2-D10

650x800

 5-D25

 5-D25

-D13 @150

 2-D10

500x800

 4-D25

 4-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 4-D25

 4-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 6-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 5-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 6-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

 5-D25

 6-D25

 5-D25

 5-D25

500x800

 5-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 5-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 5-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 4-D25

 4-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 4-D25

 4-D25

-D13 @200

 2-D10

500x800

 7-D25

 5-D25

-D13 @200

 2-D10

 5-D25

 5-D25

600x800

 4-D25

 4-D25

-D13 @200

 2-D10

750x800

 6-D25

 5-D25

-D13 @150

 2-D10

端AX2 端AX3

500x800

 4-D25

 4-D25

-D13 @200

 2-D10

B

D

2

階

ＢｘＤ

主 筋

1

階

ＢｘＤ

主 筋

符 号 C1 C2 C3 C4 C5 C6 C8

800x800

20-D22

800x800

20-D22

800x800

18-D22

800x800

18-D22

800x800

18-D22

800x800

18-D22

800x800

16-D22

800x800

16-D22

800x1000

18-D22

800x1000

18-D22

800x800

18-D22

800x800

18-D22

300x600

 6-D19

1/50柱リスト 注）特記なき限り、 2.仕口部フープは   -D13@150とする。1.一般部フープは   -D13@100とする。 3.一般部フープは溶接閉鎖型とする。

フープ
一般部

Y

Y

X X

フープ

一般部

B

D

（dは主筋径）
Ld

Lo

・特記なき場合カットオフ長さ（Ld）はLo/4+15dかつ下表の値以上とする。

Ld

大梁カットオフ筋定着長

< カットオフ長さ（Ld）>

R

階数

符号
G1

2600

2 2600

梁主筋関係図

X方向上端筋

Y方向上端筋

X方向下端筋

Y方向下端筋

-D13 @200

4.仕口部フープは在来型（タガ型）とする。

両端 中央

 4-D25

 4-D25

C7

800x1340

800x1340

24-D22

-D13@100

-D13@100

-D13@100

-D13@100

24-D22

-D13@100

-D13@100

010A



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

中　央

@200

@200

@200D10

D10

D10D13

端　部

長　辺　方　向

@200

@200

@200

D10

D10

D10

中  央

短　辺　方　向

D10D13

D10

D10D13

位　置厚　サ

150

符　号

S1

D10

D10

D10D13
CS1

S2 150

@200

@200

@200

@200

@200

端  部

@200上 端 筋

下 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

@200

@200

D10

D10

D10

D10D13根元

先端

180

150
CS2

@100

@100

@200

@200

D10

D10

D10

D13根元

先端

180

150
CS3

@100

@100

@100

@100

D10

D10D13

D10

D13根元

先端

180

150
CS4

@100

@100

S3

S4

S5

S6

150

150

150

150

@200D10D13

@200D10

D13

D10D13 @200

@200

@200D10

@200D10

D10D13

D10 @150

@150

@200D13

@200D13

D13

D13 @200

@200

@200D10D13

@200D10D13

D13

D10D13 @150

@150

床版リスト

150

根元

先端

180

150
CS5

根元

先端

180

150
CS6

@100

@100

D10

D10D13

D10

D13

@100

@100

@100

@100

D10

D10D13

D10

D10D13

@100

@100

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

FS1 250
@200D13

@200D13

D13

D13 @200

@200

FCS1 250
@200D13

@200D13

D13

D13 @200

@200

1/50

1.鉛直断面配筋図を示す。注）特記なき限り、

W15

D10 @200

D10 @200

符　号

150厚　サ

縦　筋

横　筋

1-D13

2-D13
開口部

補強筋 横　筋

斜　筋

縦　筋 2-D13

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾁﾄﾞﾘﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

断　面

2.巾止筋はD10@1000以内とする。壁リスト 1/50

W20

D13 @200

D13 @200

200

2-D13

2-D16

2-D16

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

W22

D13 @200

D13 @200

220

2-D13

2-D16

2-D16

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

小梁リスト・壁リスト・床版リスト

全断

断　面

ＢｘＤ

スタ－ラップ

腹　筋

下端筋

上端筋

位　置

符　号

注）特記なき限り、 2.腹筋は2-D10とし、腹筋用巾止筋はD10@1000以内とする。1.スタ－ラップは   -D10@200とする。

3-D19

3-D19

300x500

小梁リスト

B1

B

D

1/50

両端 中央全断

3-D22

3-D22

300x600

B2

端,AY1 AY3全断

3-D22

3-D22

300x700

B3 B4

3-D22

3-D22

300x700

4-D22

3-D22

B5

中央 端AY2

300x700

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

4-D22

全断

3-D22

3-D22

350x600

B6

端,AX3 AX5

B7

中央 端AX4

350x600

3-D22

3-D22

4-D22

3-D22

3-D22

4-D22

全断

3-D22

3-D22

350x700

B8

端,AX3 AX5

B9

中央 端AX4

350x700

3-D22

3-D22

4-D22

3-D22

3-D22

4-D22

両端 中央

B10

4-D25

6-D25

400x800

4-D25

4-D25

-D13@200

断　面

ＢｘＤ

スタ－ラップ

腹　筋

下端筋

上端筋

位　置

符　号

両端 中央

端,AY2 AY4

B11

3-D22

3-D22

350x600

4-D22

3-D22

B12

中央

300x600

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

4-D22

全断

3-D19

3-D19

350x500

B18

端,AY3 AY5

B13

中央 端AY4

300x700

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

5-D22

開口部補強筋要領図

40d

40d

4
0
d

40d

,AY1 AY3 AY2 ,AY1 AY3 AY2

端,AY3 AY5

AY6

両端 中央

B14

5-D22

5-D22

450x700

6-D22

5-D22

-D13@200

下 端 筋

上 端 筋
S7 180

@200D10D13

@200D10D13

D13

D10D13 @150

@150

B15

中央 端AX2

500x600

5-D22

5-D22

5-D22

5-D22

5-D22

7-D22

全断

5-D22

5-D22

550x600

B16

端AX1

-D13@200 -D13@150

全断

3-D19

3-D19

350x500

CB1

全断

4-D22

4-D22

400x700

B17

-D10@150

W18

D13 @200

D10 @200

180

2-D13

2-D13

2-D13

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

下 端 筋

上 端 筋
CS7

@200

@200

D10

D10

D10

D10D13

@200

@200
180

B19

4-D19

4-D19

450x500

-D10@150

全断

庁舎棟

符　号

厚　サ

縦　筋

横　筋

開口部

補強筋 横　筋

斜　筋

縦　筋

断　面

EW18

D13 @200

D13 @200

180

2-D13

4-D13

2-D13

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

EW20

D13 @200

D13 @200

200

2-D13

4-D16

2-D16

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

EW22

D13 @200

D13 @200

220

2-D16

4-D16

2-D16

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

W18A

D10 @200

D10 @200

180

2-D13

2-D13

4-D13

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

全断

3-D19

3-D19

300x450

WB1

下 端 筋

上 端 筋
FCS2 180

@200D10

@200D10

D10D13

D10 @200

@200

011A

W26

D13 @200

D13 @200

260

2-D13

2-D16

2-D16

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

EW22A

D13 @100

D13 @200

220

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋
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012庁舎棟   架構配筋図
1/50

5500

1
5
0

7
7
5
0

4
0
0
0

GL

3
6
0
0

1FL

2FL

RFL

1/50AY1 通架構配筋図

8500AX5通りまで

AX6 AX7

6-D22

2-D22

2C3

RG4

4-D25

4-D25

5-D22

2-D22

2C4

RG2

5-D25

5-D25

3-D25

6-D22

2-D22

1C3

5-D22

2-D22

1C4

2G4

4-D25

4-D25

2G2

5-D25

5-D25

3-D25

F1 F1

FG3

5-D25

4-D25

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

FG2

5-D25

4-D25

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

5-D25

5-D25

パラペット天端

6
0
0

特記なき限り下記による

　　腹筋：2-D10、腹筋用巾止筋：D10@1000以内

　　フープ：一般部   －D13@100、仕口部  柱リスト参照

　　スターラップ：  －D13@200

1 ．

2 ．

．3

A



S構造A1×1/2
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A1×1/2
S=1/30庁舎棟   雑詳細図－１

雑　詳　細　図－１ 1/30

パラペット配筋図

階段配筋図

1-D10/段

2-D13/段

1-D10/段

2-D13/段

EW22

い 断　面－い

い

い

1-D131-D16

1-D13

1-D13

D13 @200

D10 @200

D10 @200
D10 @200

D10 @200

1
5
0

150

1-D13

D10 @200 D13 @150

2-D13

4-D13

D10 @200

D13 @150 D13 @150

D10 @200

D13 @200

D10 @200

1-D13

D13（バーサポート）

180

設備配管モニター配筋図

（ ＜1400,h＜1500）
 180

3
0

1
8
0

1
5
0

h

4-D13

機械基礎配筋図

D10 @200

D10 @200
D10 @200

D10 @200

1-D13

1-D13

※Ｗ，Ｌ，Ｈは意匠図参照とする。

Sn

1-D13

Sn

1-D13

L2 L2

WxL

WxL

H

H

１サイズダウン@300

フープと同径、同質、同間隔

主筋径の

フープと同径、同質、同間隔

柱増打補強要領図

※ａ，ａ１，ａ２＞２００の場合

（ａ）１方向の増打 （ｂ）２方向の増打

L2 a1

a
L
2

a
2

L
2

１サイズダウン@300

主筋径の

１サイズダウン@300

D10 @300

D10 @300

主筋径の

（ｃ）側面の増打 （ｄ）２方向の増打（ｂ）上端の増打（ａ）下端の増打

※ａ，ａ１，ａ２＞２００の場合

梁増打補強要領図

同径、同質、同間隔

スターラップと
同径、同質、同間隔

D10 @300
腹筋

スターラップと
同径、同質、同間隔

腹筋

腹筋

スターラップとb

a
L
2

L
2

a

b

b a1 L2

L2 a

b

a
2

L
2

１サイズダウン@300
主筋径の

１サイズダウン@300
主筋径の

20d

2
0
d

2
0
d

20d

2
0
d

2
0
d

B

A

断　面A

断　面B

柱

フープ補強筋

2
0
d2
0
d

20d

20d

20d

20d

300mm程度

C

ED
FF

断　面C

300mm程度

軸方向補強筋

軸方向補強筋

スターラップ補強筋

断　面D

軸方向補強筋

スターラップ補強筋

断　面E

軸方向補強筋

300mm程度
2
0
d

断　面F

梁

注）　　（1）　増打部に構造耐力上主要な耐力壁などが取付く場合は設計図書に特記する。
　　　　（2）　　　　　はやむを得ず配筋する場合を示す。

軸方向補強筋

スターラップ補強筋

300mm程度

一般的には200mm以下

300mm程度

300mm程度

増打補強要領図

D10 @250

土間コンクリート配筋図

<ピット>

1
0
0
1
5
0

D10 @200

1-D13

D10 @200

180

SP1柱脚詳細図

（SKK400）

350

3
5
0

1
8
0

180

800105

AY6

3
0
0

W18

CS7

ルメウォール受け詳細図(外壁受納まり)

5
5
0

2FL

主筋 4-D16

  -D10 @100

（特記なき限り、鉄骨材質はSS400）

部材

鉄骨リスト

符号

SP100 H-100x100x  6x 8

HB1      -100x 50x  5x 7.5（横使い）

140

70 70

2
2
0

5
0

5
0

1
2
0

ろ － 断　面ろ

3
0

SP100

A.BOLT 2-M16(SS400) L=400

（二重ナット締め）
（フック付）

BPL-12

SP100取付詳細図 1/20

(フック付)
(二重ナット締め)

A.BOLT　4-M16(SS400)　L=400

BPL-16

2
0
0

4
0

2
8
0

40200

280

40

4
0

（特記なき限り、鉄骨材質はSS400）

部材

鉄骨リスト

符号

SP1      -216.3x 6

3
0

SP100

HB1

PL-6 HTB 2-M16

EW22

<車庫>
D13 @200

1
0
0

2
0
0

D13 @200

ろ

1/20

3
0

無収縮モルタル

013A

120

D10 @200

D13 @200

1-D13

段差スラブ配筋図

1-D13

1-D131-D13

1-D13

Ｈ≦７０の場合

H

5H

1-D16 1-D16
L1

Ｄ＜Ｈ≦２Ｄの場合

2D

HD

D
＜

H
≦

2
D

L1
D10 @150
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A1×1/2
S=1/30庁舎棟   雑詳細図－２

雑　詳　細　図－２ 1/30

グラインダー仕上げ

BPL-16

(フック付)
(二重ナット締め)

A.BOLT 2-M16(SS400) L=400

 t=40モルタル

WM-3.2φ×50×50

PL-4.5

内 PL-12×250
外 PL-12×345

PL-4.5

モルタル

受筋 2-9φ

PL-12 HTB 2-M20

3
0

4
0

1
3
5

8
5

5
0

2
5

350

6023060

1212

 t=40

WM-3.2φ×50×50

L-50×50×6 @500
根太

PL-4.5

PL-12×300

グラインダー仕上げ

鉄骨階段詳細図

1FL

4
0
0

無収縮モルタル

い － 断　面い

断　面ろ

い

い

ろ

PL-19

200

PL-19 HTB 3-M20

AX4

2FL

1FL

GL

に

BPL-19

(フック付)
(二重ナット締め)

A.BOLT 2-M16(SS400) L=400

1
3
58
5

5
0

2
5

410

100 210 100

断　面に

2G11 B17

吹抜鉄骨階段詳細図

無収縮モルタル

Sn

8500

SB150

AX4AX3

SB150

SB150

SB150

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

S
B
1
5
0

断　面と

キープラン

受変電設備架台納まり要領図

と

A.BOLT 2-M20  L=500

（二重ナット締め）
（フック付）

無収縮モルタル

3
0

AY1

1
0
0
0

1
0
0
0

L
/
2

L
/
2

※
L

※Lは意匠図参照

基礎面

基礎面

10
7040

470

60

H-150x150x 7x10

継手リスト 1/20

4
0

8
0

4
0

2PL-9x80x470

HTB 3-M16

2PL-9x60x290

PL-9x150x290

HTB 4-M16

1
5
0

3
0

3
0

9
0

40
40

10
40

40

290

6060

60
70 4060
60

PL-12 HTB 2-M20

4
0

8
0

4
0

4040

10140
60

ピン接合剛接合

AY2

PL-19x250

（特記なき限り、鉄骨材質はSS400）

部材

鉄骨リスト

符号

SB150 H-150x150x  7x10

SB150

1
0
02
0
0

50 120

220

50

1
0
0

A.BOLT 2-M16(SS400) L=400

（二重ナット締め）
（フック付）

BPL-12

（特記なき限り、鉄骨材質はSS400）

部材

鉄骨リスト

符号

SP125 H-125x125x6.5x 9

SP125柱頭詳細図 1/20

ほ

断　面ほ

継手位置

SB150

3
5

8
0

3
5

1
5
0

断　面ち

ち

8
5

8
0

8
5

2
5
0

5020050

300

断　面へ

無収縮モルタル

30
ササラ桁ササラ桁

W18

へ

BPL-19

(フック付)
(二重ナット締め)

A.BOLT 4-M16(SS400) L=400

PL-19 HTB 3-M20

PL-19 HTB 3-M20

剛接合

SB25 H-250x125x  6x 9

SP125柱脚詳細図 1/20

BPL-16

160

90

1
6
0

3535

8
0

8
0

PL-9 A.BOLT 2-M16(SS400) L=400

（二重ナット締め）
（フック付）

PL-6 HTB 3-M16

断　面a

A.BOLT 4-M16(SS400) L=400

b

（二重ナット締め）
（フック付）

2
3
0

8
5

8
5

6
0

4040 80

160

BPL-16

無収縮モルタル

SB25

a

1/20 断　面b 1/20

8500 AX5通まで

グラインダー仕上げ

014A

鉄骨部材は溶融亜鉛めっきとする。．

特記なき限り下記による

1

ボルト F8T2 ．

断　面c 1/20

cPL-9 HTB 2-M20

A.BOLT 4-M16(SS400) L=400

（二重ナット締め）
（フック付）

2
0
0

4
0

4
0

1
2
0

4040 80

160

BPL-12



坂東消防署庁舎建設工事

PC工事特記仕様書

場所打ち一体式ＰＣ工事特記仕様書

鉄　　　　　筋

Ｐ　Ｃ　鋼　材

セ　メ　ン　ト

混　和　材　料

有害な傷の無いものを使用しなければならない。

種　　　　類

記　　　　号

鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１１２（鉄筋コンクリート用棒鋼）の規格に適合するものを使用する。

ＰＣ鋼材は、ＪＩＳ Ｇ ３５３６（ＰＣ鋼線及びＰＣ鋼より線）またはＪＩＳ　Ｇ　３１０９（ＰＣ鋼棒）に適合し、

２）その他のセメントを使用する場合は、監理者の指示を受けること。

コンクリート中に表面活性剤等の混和材料を用いる場合は、その品質、使用量について監理者の指示を受けること。

１）セメントは、ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）に規定する普通ポルトランドセメントを原則とする。

断　面　積

呼　び　名

伸　　　　び

引　張　荷　重

降　伏　荷　重

適　用　範　囲

・建築基準法、同施行令

・国総研・建築研究所監修

・日本建築学会

・日本建築学会

「プレストレストコンクリート造技術基準解説及び設計・計算例」（２００９年版）

「プレストレスト鉄筋コンクリート（Ⅲ種ＰＣ）構造設計・施工指針・同解説」

（２００３年版）

監理者の指示による。

・日本建築学会 「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ５　鉄筋コンクリート工事」（２０１８年版）

本仕様書または設計図書に指示されていない事項は下記によること。また、これらに指示されていない事項は、

（ＰＲＣ）造（以下、ＰＣ　と総称）について適用する。

プレストレス導入はポストテンション方式であり、その方式については“６．緊張”の項に示す。プレストレス導入方式

構　造　方　式

施　工　計　画 施工の順序・方法・工程などの施工計画は工事着手前によく検討し、その計画書を監理者に提出して承認を受ける。

本構造の方式は、鉄筋コンクリート（以下、ＲＣ）部材にＰＣ鋼材を組み合せた場所打ち一体式ＰＣ造である。

「プレストレストコンクリート設計施工規準・同解説」（２０２２年版）

本仕様書は、本工事のうち、場所打ち一体式プレストレストコンクリート（ＰＣ）、プレストレスト鉄筋コンクリート

プレストレス導入時強度 Ｎ／ｍｍ２

品　　　　　質

設計基準強度 Ｎ／ｍｍ２

１）コンクリートの品質は、下記とする。

鉄　　　　　筋 １）鉄筋は正確に配置し、コンクリート打設の際にくずれぬよう、強固に組み立てなければならない。

２）小梁下端筋やスラブ筋とＰＣ鋼材が交錯する場合は、ＰＣ鋼材を優先とする。

Ｐ　Ｃ　鋼　材

　　細心の注意をする。

１）ＰＣ鋼材（シース）は、支持金物等により、正確かつ強固に取りつけること。

２）梁端の定着具は、型枠の内面に正確かつ強固に取り付けること。

３）ＰＣ鋼材を露天に放置して、錆等で損傷させてはならない。

４）グラウト用孔、及び排気孔は、十分に注意して取り扱い、コンクリート打設時に損傷することのないよう

５）ＰＣ鋼材の加工・組み立てを行なう場合、加熱または溶接を行なってはならない。

６）ＰＣ鋼材定着具の露出部分は、プレストレス導入後すみやかにモルタル等で完全に保護しなければならない。

７）ＰＣ鋼材の配置後、コンクリ－ト打設に先立ち、監理者の検査を受けなければならない。

組立て・取外し

　　しなければならない。

５）ＰＣ定着具が取り付く柱型枠の締め付け金物、バタ角、単管等は、ＰＣ鋼材位置を避けて配置する。

６）事前にセパレーターの配置計画を行い、ＰＣ鋼材（シース）に当たらないようにする。

１）コンクリートは、打込みの際にセメントペーストが漏れることのないように留意すること。

２）柱・梁等の型枠については、十分な耐力を持つように留意しなければならない。

４）型枠の締付けは、フォームタイ、及びボルト等により、十分強固にしなければならない。

８）型枠存置期間は、ＪＡＳＳ５によるものとする。

３）ＰＣ造部分の型枠組立て順序については、ＰＣ鋼材の配置に影響されて決定することが多いので注意

７）ＰＣ造部分の支保工は、横つなぎ・筋交い等を十分に入れ、横力に対して安全な構造としなければならない。

小　梁　配　筋

シース

Ｌ１ Ｌ１

小梁下端筋

（小梁下端筋と同径・同数）

下端補強筋

Ｌ１Ｌ３

（小梁下端筋と同径・同数）

下端補強筋

小梁

小梁

小梁下端筋
Ｌ３ Ｌ３

ＰＣ梁に直交する小梁について、下端筋がシ－スにあたる場合は、原則として下図のように配筋すること。

ＰＣ梁ＰＣ梁

ＰＣ梁　貫通孔 １）ＰＣ梁に貫通孔を設ける場合には、事前に監理者と協議の上、計画すること。なお、梁貫通孔断面では

　　ＰＣ規準にならい検討を行い、貫通孔補強筋を適宜配置すること。

計　　　　　画

取　り　外　し

２）多層の建築物では、原則として、必ず２層分の支保工を使用し、コンクリート打設荷重をプレストレス

２Ｆ

３Ｆ

　　導入が完了している２梁で支持すること。（下図参考）

　　絶対に取り外さないこと。

１）ＰＣ梁の支保工取り外しは、監理者の承諾を得て行うが、プレストレスの導入が完了するまでは

ＰＣ梁は、通常の梁に比べて負担重量が大きいため、変形、耐力等を十分に検討し計画すること。

２Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

４．配筋・配線

３．型　　枠

２．材　　料

１．総　　則 ５．コンクリート

ＰＣ工事施工業者

ただし、施工の範囲は、ＰＣ鋼材の配置、緊張、グラウトまでの材工一式とする。

　　補強工法を使用すること。

２）貫通孔補強筋に既製品を使用する場合は、第三者機関による技術評価を取得したＰＣ造に適用可能な

スラブ補強筋配置位置には、原則としてスラブ貫通孔を設けないこと。スラブ　貫通孔

３３

３０

定着端部の処理 ＰＣ鋼材定着具の穴埋めについて、工事範囲は下記の通りとする。

（建築工事範囲）

（ＰＣ工事範囲）

無収縮モルタル

スパイラル筋

シース仕上げ工事

支圧板

１）ＰＣ鋼材、鉄筋、型枠、及び定着具が、移動したり損傷したりしないよう注意する。

４）ＰＣ鋼材定着部の割裂補強筋は、コンクリート打設前に完全に配置しなければならない。

５）コンクリートの打込みは、打設場所にできる限り近づけて垂直に打ち込み、“片押し打ち”は

２）コンクリート強度試験用供試体の採取、及び養生は下記による。

　　この供試体はプレストレス導入時強度確認用として、別途採取すること。

　　ただし、他の供試体で強度を確認できた場合は、試験を省略することができる。

打　　　　　設

　　　・プレストレス導入時強度の確認は、現場養生（現場水中養生、または、現場封かん養生）によること。

　　　・プレストレス導入時強度試験は、一般構造図に記載された方法と同じとする。

２）ＰＣ鋼材のシース内には、セメントペーストが入ってはならない。

３）シースには、バイブレーターが直接触れないように細心の注意を払うこと。

　　避けなければならない。

７）ＰＣ造部分以外に低強度のコンクリートを打設する際は、そのコンクリートがＰＣ造部分内に

　　こぼれないよう留意する。

６）原則として、ＰＣ造部分におけるコンクリートの打継ぎは、行なってはならない。ただし、やむを得ない場合は

現場養生 ３本

プレ導入前 予備

３本

合計

６本

　　打ち継ぎ位置について監理者と協議の上、レイタンス処理など十分に行った後、コンクリート打設を行うこと。

準　　　　　備

（プレストレス導入時強度）に達したことを確認のうえ、監理者の指示によりプレストレス導入作業を行なうこと。

緊張装置は、事前にキャリブレ－ションを行ない、常に正常な状態にあるよう管理し、コンクリ－トが所定の強度

１）プレストレス導入順序は、ＰＣ梁に対して局部的に完了せず、構造全体にわたって進めなければならない。

　　原則として、下記の要領でプレストレスを導入すること。

１）プレストレス導入順序は、ＰＣ梁に対して局部的に完了せず、構造全体にわたって進めなければならない。順　　　　　序

６．緊　　　張

１社の責任施工とする。

ＰＣ工事の施工については、（一社）プレストレストコンクリート建設業協会に加盟するＰＣ専業者のうち、

３．５　％以上

ＰＣ鋼より線

ＳＷＰＲ７ＢＬ

８－φ１２．７

１，２４８　ｋＮ

１，４６４　ｋＮ

７８９．６　ｍｍ２

緊　　張　　力

呼　び　名 施工時緊張力

２）緊張の管理は、緊張装置の圧力計（マノメーター）、及び事前に計算によって求めたＰＣ鋼材の伸び量とに

　　よって入念に行なうこと。

１）現場におけるＰＣ鋼材の施工時緊張力は、下記による。

２）多層の建築物において、特記なき限り、ＰＣ梁は直上階のコンクリート打設前にプレストレスを導入すること。

調　　　　　合 １）グラウトの使用材料は、超低粘性プレミックスタイプ（太平洋ハイジェクター又は、同等品）とし、

作　　　　　業 グラウト作業は、下記の要領で行なうこと。

３）その他の材料を使用する場合は、監理者と協議のうえ、決定すること。

　　ある程度上げて注入口を閉じる。

３）グラウトが凍結する恐れのある時期は、原則として作業を行なわない。

１）排出口から一様なグラウトが排出されるまで、注入口よりグラウト注入を続ける。

２）排出口から一様なグラウトが排出されたのを確認した後に排出口を閉じ、グラウトポンプの圧力を

　　４週圧縮強度は３０Ｎ／ｍｍ２以上とする。

・ハイジェクター（プレミックスタイプ）

（調合例：温度２０℃の場合）

・水

１２５.０　ｋｇ

　４５.０　ｋｇ

８－φ１２．７　ＳＷＰＲ７ＢＬ １，０２４　ｋＮ

最初に各通り①を緊張（片引き）

１ １

ＰＧ１１

緊張方向はＫＥＹＰＬＡＮ参照。

２）水粉体比は、メーカー推奨範囲とし、メーカーの示す目標コンシステンシーを確保すること。

ＰＣ梁

解体不可

ＰＣ梁（導入完了）

コンクリート打設

解体不可

コンクリート打設不可

ＰＣ梁（導入完了）

ＰＣ梁（導入前）

３ＦのＰＣ梁にプレストレス導入後、

コンクリート打設可能

ＰＣ梁（導入完了）

ＰＣ梁（導入完了）

支保工を取り外すことができる。

解体不可
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PRC大梁関連図 1/20,1/40,1/200

1/40,1/80,1/400

柱

AX3

平面図

注）・配筋は、各リスト参照のこと。

定着具納まり要領図

　　・柱主筋は、定着具及びシースの位置を避けて配筋すること。

PCG11
無収縮モルタル

PG11
梁側増打ち

PRC大梁

柱

側面図

RFL PG11 無収縮モルタルPCG11

PRC大梁 小梁

桁梁

キャンチスラブ

柱50

スラブ補強筋

5-D13@150

スラブ補強筋

5-D13@300

AX5

注）・スラブ補強筋は、スラブ断面の中央に配置すること。

　　・スラブ補強筋の定着長は、L2定着とする。

スラブ補強筋要領図

AX2 AX3 AX4 AX6 AX7AX1

注）・　　　は緊張端を示す。

KEY　PLAN

AX5

PRCキャンチ梁

4-D25各2-D13

4-D25

4-D25

6-D25

PG11

（計）2C-8-φ12.7SWPR7BL

RFL

AY4 AY6

PRC大梁配線配筋図

4-D25

4-D25

各2-D13

PCG11

PC鋼材

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

PRC大梁断面リスト

-D13@100 -D13@150

PG11

全断面

PCG11

4-D25

4-D25

4-D25

6-D25

-D13@100

4-D25

4-D25

-D13@100

4-D25

4-D25

2C-8-φ12.7SWPR7BL 2C-8-φ12.7SWPR7BL

4-D13 4-D13

1/40

1/40

1/40

1/200 1/20

AY4端

R階

位置

符号

断面

AY6端中央

P
G
11

P
G
11

P
G
11

AY3

AY4

AY6

PRC大梁

シース

無収縮モルタル

（計）2C-8-φ12.7SWPR7BL

スパイラル筋

支圧板

PL-195x195x25

PRCキャンチ梁

スパイラル筋

スパイラル筋

PRCキャンチ梁

支圧板

PL-195x195x25

支圧板

PL-195x195x25

　　・PC鋼材の水平位置は、変更可能とする。

注）・巾止め筋は、RC大梁に準じる。

デッドアンカー
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点
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点
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点
曲
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AY6

AY6

AY6

スラブ補強筋

5-D13@150

スラブ補強筋

5-D13@300
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006
防災倉庫   伏図・軸組図
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BY3
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（見下げ図） 1/100R階床梁伏図（見下げ図） 1/100基礎及び　1階床梁伏図
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FC61

一般基礎下端

．

：GL-2100

：GL-150一般地中梁・礎柱天端

特記なき限り下記による

3

4

1

2 ．

．

．

1FL=GL+100

特記なき限り下記による

5

6

1

3

．

．

．

鉄骨の現場継手位置は柱芯より1200とする。

．

t1

t1

t1

：水平ブレース HV1．

折板を受ける大梁天端には  -100x50x20x2.3を設け,

小梁天端は大梁天端より+50とする。
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：屋根勾配を示し、．2

 （　）内数値は水上梁天端からの鉄骨梁天端を示す。

+
8
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：折板の敷き方向．4
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F61 F61

F62

F62
F62

F62

BX1 BX2

9000

7
2
0
0

7
2
0
0

BY4

7
2
0
0

2
1
6
0
0

BY3

BY2

BY1

1/100杭  伏  図

P61

P62

P62

P61

P62

P62

P61

P62

P62

P61

P62

P62

205 205

2
0
5

1
4
0
0

7
0
0

1
4
0
0

7
0
0

2
0
5

先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET）

本体部

（（ ））杭　仕　様

杭　　種　 －

267.4mm

267.4mm

外径
杭符号

kN/本480

長期許容支持力

550 kN/本

杭全長

m12.50

m12.50

P61

P62

板厚 材質

STK490

STK490

外径 板厚 材質

SM490A

SM490A

羽根部

8.0mm

8.0mm

700mm

750mm

28mm

32mm

①先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む）認定番号 －

②先端地盤：粘土質地盤

国住指第3242-1号　TACP-0399

国住指第1616-1号　TACP-0351

．

特記なき限り下記による

1 杭天端：GL-1800

F61 F61 F62 F62 F62 F62 F61 F61 F61 F61 F61 F61
F62 F62 F62 F62

FG63 FG63 FG63 FG63 FG63

．

B

本　数

4 本

8 本

．

特記なき限り下記による

1 鉄骨梁天端：屋根勾配による。

205205

2
0
5

2
0
5

柱芯

柱芯

柱芯 柱芯

：増打コンクリート

．5

．2 杭施工時偏心距離10㎝を考慮した設計とする。

尚、施工時フーチング位置は杭芯に合わせ移動する。

1300

胴縁は2スパン以上の連続支持とする。

単純梁になる場合は支持スパンを3.0m以下とする。

：土間コンクリート

機械式継手継　　手 －

SP20

SP20
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A1×1/2 007
S=1/50防災倉庫

F61

1/50基礎リスト

1
0
0
0

9
5
0 4
7
5

4
7
5

950

475475

（
共

通
）

5
-
D
1
3

5-D13

1-267.4 φ

（
共

通
）

1
1
0 5
0

6
0

3
0
0

2
0
d

1/30立上がり壁配筋図

1-D13

D10 @200
D10 @150

GL

120

基礎リスト・礎柱リスト・地中梁リスト

ＢｘＤ

位　置

符　号

スタ－ラップ

腹　筋

注）特記なき限り、

下端筋

上端筋

断　面

地中梁リスト 1/50 1.腹筋用巾止筋はD10@1000以内とする。

X

Y

Y

X

符　号

断　面

ＢｘＤ

主　筋

TOPフープ

12-D22

750x750

FC61

B

D

- D13

礎柱リスト 1/50

地中梁主筋関係図

X方向上端筋
Y方向上端筋

X方向下端筋

Y方向下端筋
Lo

LdLd

（dは主筋径）

・特記なき場合カットオフ長さ（Ld）はLo/4+15dかつ下表の値以上とする。

< カットオフ長さ（Ld）>

階数

符号
FG61

1 2600

地中梁カットオフ筋定着長

フープ - D13@100

袴筋 D13@300（共通）

F62

1
1
0
0

2
1
0
0

1
4
0
0

3
5
0

950

475475

1
1
-
D
16

6-D16

2-267.4 φ

1
1
0 5
0

6
0

6-D25

8-D25

両端

- D13@200

6-D13

600x1500

FG61

中央

6-D25

10-D25

B

6
0
5
0

D

6-D25

6-D25

両端

- D13@200

6-D13

600x1500

FG62

中央

6-D25

7-D25

- D13@200

6-D13

400x1500

FG63

3-D22

3-D22

全断

B

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

縦型(U型フック)
D13@200

い

2-D13

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

縦型(U型フック)

D13@200

い

2-D13

横筋(フープ形状)
2-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

縦筋(U型フック)

D13@200

帯状筋(フープ形状)
1-D13

横筋(フープ形状)
2-D13

断　面い 断　面い

L
2（

共
通

）

3
5
0

1.コンクリート設計基準強度：Fc=21N/ 

2.スランプ：15cm以下、単位水量：185㎏/ 以下

土間コンクリート配筋図

D10 @200
<屋外>

1
0
0
1
5
0

土間コンクリート受けアゴ要領図

アゴ部
2-D13

アゴ部

D13@200

25

2
5

150 150

   間柱 柱脚配筋要領図

3-D13

  -D10@150

D10 @200

1-D13
FGn FGn

100 100

1
0
0

<屋内>
D13 @200

1
0
0

2
0
0

D13 @200
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A1×1/2 008
S=1/20防災倉庫

10

10

10

8

8

10

10

-

60

60

60

60

-

-1-M16

TYPE1S本数-径

（mm）

必要溶接長（mm）

ガセットプレート

符　号
（ネジの呼び）

サイズ

M33

M30

M27

M24

M22

M20

M16

M12 1-M16

1-M20

1-M22

2-M20

2-M20

2-M22

2-M22

-

高力ボルト

P

ピッチ

38

50

45

45

38

34

28

28

37.5

50

45

45

37.5

32.5

25

25

平鋼製切板製

羽子板

（mm）

e2 厚さ x 必要幅

gt B

（mm） （mm）

x

x

x

x

x

x

x

x

12

12

12

12

12

9

9

6

80

110

100

90

90

80

70

60

すみ肉サイズ

（mm）

6

TYPE2 TYPE3

1 2+

112

217

177

80

97

100

145

60

76

129

109

56

65

70

93

42

96

149

129

72

81

90

113

54

ガセットプレート種類

ガセットプレート形状

TYPE1 TYPE2 TYPE3

e=40

2S
以
上

2S
以
上

S

2

1

S

S

e P

e
2 B S

ブレースリスト

鋼材：SS400級、使用ボルト：S10T,F10TJISターンバックル筋かい

板厚

bt

（mm）

9

12

12

6

9

9

9

6

HV1

部　　　材符　号　

剛接合

小梁仕口凡例

ピン接合GPLa-TYPE b-TYPE e-TYPEc-TYPE d-TYPE

<ボルト1列>

10

<2面せん断><ボルト2列>

10 10

60

（大梁） （大梁）

下フランジかた側切欠き 下フランジかた側切欠き
<方づえ>

60

H-244x175x 7x11

H-200x100x5.5x 8

SB244

SB20

1010

（大梁）（大梁）

60

45

100

小梁リスト

鉄骨小梁符号 B○○

継手タイプ部材符号

未記入：a-TYPE
：e-TYPE

b：b-TYPE

c：c-TYPE

d：d-TYPE

<例>
B30b

鉄骨：H-300x150x6.5x9

継手タイプ：b-TYPE

凡例

(方づえ位置に●印)

継手タイプ

ribPL ribPL ribPL ribPL

ribPL

nw nw nw nw

m
w m
w m
w

m
w m
w

GPL
GPL GPL GPL

2,WPL

※GPLは小梁WebPLと同厚以上とする※ボルト1列の場合は nw を省略する

※ボルト1列の場合は nw を省略する ※ボルト1列の場合は nw を省略する

GPL

(mm)

HTB ピッチ

(mm)

WPL

（mm）(mw x nw-径)

HTB

(mw-径)

ピッチ

(mm)

ピッチ

(mm)

ピッチ

(mm)

ピッチ

(mm)

HTB

(mw x nw-径)

HTB

(mw x nw-径)

HTB

(mw x nw-径)

GPL

(mm)

GPL

(mm)

GPL

(mm)

G
n
,
B
n

B30

G
n
,
B
n

a-TYPE

G
n
,
B
n

剛接合

a-TYPE

G
n
,
B
n

B30b
（B30c）
<B30d>

b-TYPE

(c-TYPE)
<d-TYPE>

B30

R加工

ribPL(GPLと同等)

取付く梁天端レベルが等しい場合

GPL

取付く梁天端レベルが異なる場合
Web.PLと同材質、同厚以上

ribPL(GPLと同等)

GPL

注）特記なき限り、1.鉄骨材質はSS400を示す。2.使用ボルト：S10T,F10Tとする。3.部材とribPL,GPLの材質は同じとする。4.ribPLは、GPLと同厚以上とする。5.端あきは40mmとする。6.HBは、横使いを示す。

PL - 6

PL -12 70

60

2-M20

2-M16

符　号 部　材

仕　口

type
GPL(mm)

mw x nw - 径

柱　脚

A.BOLT
(ｍｍ）

備　考

type
BPL - t x A x B (ｍｍ）

dtx dtyBPL(ｍｍ）

本数 - 径

HTB
PL- t x B

H-125x125x6.5x 9

 2   -100x 50x  5x7.5

c

c

9x150

9x150

2-M16

2-M16 A

12x220x160

 9x200x140

2-M16

2-M16

50

50

-

-

1.鉄骨材質はSS400とする。注）特記なき限り、 2.使用ボルトは、S10T、F10Tとする。 3.A.BOLTの材質は、SS400とする。

4.GPL、BPL、TOPPLは、母材と同材質とする。 5.TOPPLは、GPLと同厚以上とする。
間柱リスト

仕　口

柱　脚

a-TYPE b-TYPE c-TYPE d-TYPE e-TYPE

A-TYPE B-TYPE C-TYPE D-TYPE E-TYPE F-TYPE

L

BPL下端

無収縮モルタル

3
0

M16:L=320
M20:L=400
M22:L=440
M24:L=480

ダブルナット締め

1
0

mw

ribPL ribPL

1
0

mw

n
w

ribPL

mw

1
0

n
w

   nw を省略する
※H形鋼の場合は

  フランジをカットする

B

※ボルト1列の場合は

ribPL

mw

1
0

n
w

A

B

B
/
2
B
/
2

dtx dtx

A

B

d
t
y

d
t
y

dtx dtx

A

B

d
t
y

d
t
y

dtx dtx

B
/
2

B
/
2

d
t
y

d
t
y

A

B

A/2 A/2

A

B

dtx dtx

A

B

d
t
y

d
t
y

dtx dtx

d
t
y

d
t
y

TOPPL

1
0

1
0

ribPL

アンカーボルト

HTBの間隔と端あき

HTB 間隔 端あき

M16 60 40

M20 70 40

M22 80 40

備　考

1.鉄骨材質はSN400Bとする。

符　号

横胴縁

注）特記なき限り、

部　材

     -100x 50x 20x2.3 @606

鉄骨リスト

1C61

(SSC400)
PL-4.5 中ボルト 2-M12

開口補強材  2   -100x 50x 20x2.3 (SSC400) PL-4.5 中ボルト 2-M12

単純梁とする場合は3.0m以下とすること

t1

SCG294 H-294x200x 8x12

     -100x 50x  5x 7.5 PL-6   HTB 2-M16

     -250x250x 9 ベースパック　25-09V

RG61 H-294x200x  8x12

RG62 H-294x200x  8x12

SP125

SP20

t2

H-200x100x5.5x 8 a 9 2-M16 12x220x240 2-M20 50 -

A

A

鉄骨・間柱・継手・
小梁・ブレースリスト

(BCR295)

継手リスト

H-294x200x  8x12

410

10 40
6060

40 60
40

60
40

2
0
0

4
0

1
2
0

4
0

2
0
0

6
0

4
0

6
0

4
0

170

10 40
4040

40

HTB 3-M20

2PL-9x200x170

2PL-9x80x410

HTB 6-M20

PL-9x200x410

(SS400)

1/20

B

折版屋根 H=160  t=0.8

2.中ボルトには戻り止めを施すこと。
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Y

Y

XX

．

特記なき限り下記による

1

001
S=1/100 訓練塔　杭伏図

DX1 DX2 EX1 EX2 FX1 FX2

6890 8120 6460 8580 5990

36040

9
6
0
0

9
1
0
0

6
4
5
0

2
5
1
5
0

FY1

FY2

FY3

FY4

260260

2
6
0

隣地境界線

隣
地

境
界

線

先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET）

（（ ））杭　仕　様

杭　　種 －

外径
杭符号 本　数

4 本P41

GL-1500一般杭天端：

216.3 mm

杭全長

m12.50

訓練塔A

訓練塔C

訓練塔B

P21 P21

P22P22

①先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む）　国住指第3242-1号　TACP-0399認定番号 －

②先端地盤：粘土質地盤　　　　　　　　　国住指第1616-1号　TACP-0351

4
2
0
0

4
3
2
0

1
0
6
2
5

6
0
0
5

EY2

DY1

DY2

EY1

1
6
6
3
0

2
5
1
5
0

FY4

1/100杭  伏  図

2
1
0

2
1
0

210

P41P41

P41 P41

P32 P32

P32

P32

P32

P32

P31

P31

P31

P31

P31

P31

P31

P31

P31

P31

2
3
5

235 235

1
5
0
07
5
0

1
5
0
07
5
0

1
4
0
0

4
0
0

1300

198

1300

198

235 235

長期許容支持力

350kN/本

＜訓練塔C＞

Hyper-MEGA工法(膨脹型)(大臣認定工法)

杭　種

（（ ））杭　仕　様

工　　　法　－

400 φ

φ500

杭　径杭符号

105SC(SKK490)t9

杭長 本　数

m5.0

2

2

本

本

P21

P22

φ500

φ6550

105PHC B

105節付PHC A

105SC(SKK490)t9

105PHC B

105節付PHC A

400 φ

5540 φ

m9.0

m8.0

m5.0

m9.0

m8.0

杭全長

m22.0

m22.0

細砂層・礫混じり砂層・固結シルト層支　持　層 －

ω＝1.00拡　大　比 －

長期許容支持力

2060kN/本

1560kN/本

本体部 羽根部

板厚 材質

8.2 mm STK490

外径

600 mm

板厚 材質

25 mm SM490A

先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET）

（（ ））杭　仕　様

杭　　種 －

外径
杭符号 本　数

10 本P31 267.4 mm

杭全長

m12.50

①先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む）　国住指第3242-1号　TACP-0399認定番号 －

②先端地盤：粘土質地盤　　　　　　　　　国住指第1616-1号　TACP-0351

長期許容支持力

550kN/本

＜訓練塔B＞

本体部 羽根部

板厚 材質

8.0 mm STK490

外径

750 mm

板厚 材質

32 mm SM490A

6 本P32 267.4 mm m12.50 480kN/本8.0 mm STK490 700 mm 28 mm SM490A

＜訓練塔A＞

C

機械式継手継　　　手 －

継　　手 機械式継手－

機械式継手継　　手 －

．2 杭施工時偏心距離10㎝を考慮した設計とする。

尚、施工時フーチング位置は杭芯に合わせ移動する。

試験杭
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DX1 DX2 EX1 EX2 FX1 FX2

6890 8120 6460 8580 5990

36040

4
2
0
0

4
3
2
0

1
0
6
2
5

6
0
0
5

EY2

DY1

DY2

2460

9
6
0
0

9
1
0
0

6
4
5
0

2
5
1
5
0

FY1

FY2

FY3

FY4

（見下げ図） 1/100基礎及び　1階床梁伏図

Y

Y

XX

C21 C21

C21 C21

F
G
2
2

FG21

F
G
2
2

FG21

FB12

FB12

C41

C41 C41

C41

FG41

FG41

F
G
4
2

F
G
4
2

C31

C31

C31

C31 C31

C31

C31

C31

F
G
3
2

FG31

F
G
3
4

FG31

FG31

FG31

F
G
3
3

F
G
3
3

F
G
3
2

F
G
3
4

FB13

FCG11

FCB11

F
B
1
2

002
S=1/100 訓練塔　基礎及び 1階床梁伏図

SP25
SP150

SP10

SP10

SP10

SP20

SP150

F21

F22F22

2
1
0

2
1
0

2
6
0

柱芯

柱芯

柱芯

260 260 210 235 235

柱芯柱芯 柱芯
柱芯

柱芯

3
0
0

2
3
5

柱芯

柱芯

FB11

FB11

F
B
1
1

隣地境界線

隣
地

境
界

線

FC21
F21
FC21

FC21FC21

FC41

FC41 FC41

FC41

FC31 FC31

FC31FC31

FC31

FC31 FC31

FC31

．

GL-150一般地中梁・地中小梁天端：

特記なき限り下記による

1

．

1FL=GL+100

4

SP200

SP200

2 ．

訓練塔A

訓練塔C

訓練塔B

一般基礎下端：GL-2100

3 ．

F
B
1
1

EY1

1
6
6
3
0

2
5
1
5
0

鉄骨階段

鉄骨階段

鉄骨階段

鉄骨階段

FY4

SP25

SP10

．5 ． ：埋戻し範囲を示す。

SP150SP150

F41

F41

F41

F41

F32 F32

F33 F33

F34

F34

F31 F31

：GL-1800

SP10

SP10 SP10

SP10

C

4
0
7
5

柱芯

：土間コンクリート



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

（見下げ図） 1/1002階柱　2階床梁伏図

Y

Y

XX

C21 C21

C21 C21

G
2
2

G21

G
2
2

G21

C31

C31

C31

C31 C31

C31

C31

C31

G
3
3

G31

G
3
2

G31

G31

G31

G
3
3

G
3
3

G
3
3

G
3
2

C41

C41 C41

C41G41

G41

G
4
2

G
4
2

：鉄骨梁の剛接合部

：水平ブレース HV1

鉄骨梁天端：

特記なき限り下記による

6

5

1 ．

．

2FL-180

小梁符号の英添え字は、仕口の仕様を示す。

．

鉄骨の現場継手位置は柱芯及び部材芯より1200とする。

7 ．

260 260 210 235 235

柱芯柱芯 柱芯柱芯 柱芯

2
1
0

2
1
0

2
6
0

3
0
0

2
3
5

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

SCB25

SCB25

SB20

SB20

SB39c

SB39c

SB39c

S
B
2
0

S
B
2
5

S
B
2
5

SB20

S
C
G
2
5

S
B
2
4
4

S
B
2
4
4

S
C
B
2
4
4 S
C
G
2
9
4

SB20

SB20

SB20

SB35

SB35

SB35

SB35

SB35

SB35

SB340c

SB340c

SB340c

SB340c

003
S=1/100 訓練塔　2階柱2階床梁伏図

S
B
2
0

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S12

S
B
2
5

S
B
3
0

SB30

SB30

SP200

SP200

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11S11 S11

S11

S11

鉄骨階段

SP150 SP25

SP20

SP25

SP20

8
0
9
0

2
5
3
5

1
0
3
0

S
B
2
5

1530

SB25

S11

2000

1
0
0
0

S11

2FL±0一般床版天端：．

：二段梁．

4

3

SB25

鉄骨階段

鉄骨階段

DX1 DX2 EX1 EX2 FX1 FX2

6890 8120 6460 8580 5990

36040 2460

9
6
0
0

9
1
0
0

6
4
5
0

2
5
1
5
0

FY1

FY2

FY3

FY4

S11

訓練塔A

訓練塔C

訓練塔B
3900

S
C
B
2
5

S
B
2
5

S11

4
2
0
0

4
3
2
0

1
0
6
2
5

6
0
0
5

EY2

DY1

DY2

EY1

1
6
6
3
0

2
5
1
5
0

鉄骨階段

FY4

下部SP25に剛接合

下部SP25に剛接合

2460 4000

：床開口を示す。（1100φ)8 ．

SP150

：2FL-800

C

GPL-9 4-M16
H-200x200x8x12

GPL-9 4-M16
H-200x200x8x12

訓練用レジャーネット装置詳細図による

GPL-9 4-M16(上下2段）
H-200x200x8x12

GPL-9 4-M16
H-200x200x8x12

GPL-9 4-M16
H-200x200x8x12

S
B
2
0

S
B
2
0

SB20

S11

S11

S11

4
0
7
5

柱芯



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

（見下げ図） 1/1003階柱　3階床梁伏図

Y

Y

XX

C21 C21

C21 C21

G
2
2

G21

G
2
2

G21

C31

C31

C31 C31

C31

C31

G
3
3

G31

G
3
2

G31

G31

G31

G
3
3

G
3
3

G
3
3

G
3
2

G41

G41

G
4
2

G
4
2

：鉄骨梁の剛接合部

：水平ブレース HV1

鉄骨梁天端：

特記なき限り下記による

5

4

1 ．

．

3FL-180

．

鉄骨の現場継手位置は柱芯及び部材芯より1200とする。

SB39

SB39

SB39

S
B
2
5

SCG25

004
S=1/100 訓練塔　3階柱3階床梁伏図

S11

S11

S11

S11

S
B
2
5

SB30 SP200

SB35

SB35

SB35

SB35

SB35

SB35

SB340

SB340

SB340

SB340

SB30 SP200

S
B
3
0

S
B
2
5

SCB25

S
B
2
5

S
B
2
4
4

S
B
2
4
4

SB20

SB20

S
C
B
2
4
4

S
C
G
2
4
4SB20

SCB25

t1

t1

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11S11
S11

S11

S11

鉄骨階段

床版天端：3 ． 3FL±0

SCG25

S
B
2
5

S
B
2
5

S11

S11

鉄骨階段

2060

1
0
0
0

SB25

鉄骨階段

：二段梁．2

：3FL-1000

260 260 210 235 235

柱芯柱芯 柱芯柱芯 柱芯

2
1
0

2
1
0

2
6
0

3
0
0

2
3
5

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

8
0
9
0

2
5
3
5

DX1 DX2 EX1 EX2 FX1 FX2

6890 8120 6460 8580 5990

36040 2460

9
6
0
0

9
1
0
0

6
4
5
0

2
5
1
5
0

FY1

FY2

FY3

FY4

2460 4000

訓練塔A

訓練塔C

訓練塔B

4
2
0
0

4
3
2
0

1
0
6
2
5

6
0
0
5

EY2

DY1

DY2

EY1

1
6
6
3
0

2
5
1
5
0

FY4

1000

t1

下部SP25に剛接合

S11

1000

SP150

スラブ補強筋
2-D13(上下共）

：床開口を示す。（1100φ)6 ．

t1

下部SP25に剛接合

C

4
0
7
5

柱芯



S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

DY1

DY2

1
0
6
2
5

DX1 DX2

DY1

DY2

1
0
6
2
5

DX1 DX2

C21 C21

C21 C21

G
2
2

G21

G
2
2

G21

G
2
2

G21

G
2
2

G21

：鉄骨梁の剛接合部

鉄骨梁天端：

特記なき限り下記による

4

1 ． nFL-180

．

鉄骨の現場継手位置は柱芯及び部材芯より1200とする。

EX1通まで

E
Y
2
通
り

ま
で

SCG25

SCB25

S
B
2
0

（見下げ図） 1/1005階柱　5階梁伏図

4
3
2
0

8120

EX1通まで

E
Y
2
通

り
ま

で
4
3
2
0

8120

2
6
0

柱芯

2
6
0

柱芯

005
S=1/100 訓練塔　

SB39

SB39

SB39

SB39

SB39

SB39

1630

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S11

S
B
2
5

S
B
2
5

鉄骨階段

鉄骨階段

2
7
5
0

R階床梁伏図 （見下げ図） 1/100

床版天端：3 ． nFL±0

260

柱芯柱芯

6890

8
0
9
0

2
5
3
5

8
0
9
0

2
5
3
5

6890

260 260

柱芯柱芯

訓練塔A

訓練塔A

260

S
B
2
5

S
B
2
5

：二段梁．2

SP150

SB20 SB20

C

1060

：床開口を示す。6 ．

． ：鉄骨の現場継手位置5

1060
S11

S11

S11

DY1

DY2

1
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6
2
5

DX1 DX2

EX1通まで

E
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2
通
り

ま
で
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3
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0

8120
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0

柱芯

260

柱芯柱芯

6890
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5
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Y

Y
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C21 C21

C21 C21

G
2
2

G21

G
2
2

G21

SB39

SB39

SB39

S11

S11

S11

S11

S
B
2
5

鉄骨階段

訓練塔A

S
B
2
5

SP150

（見下げ図） 1/1004階柱　4階梁伏図

5階柱5階梁伏図・R階床梁伏図
4階柱4階梁伏図



6890

S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

6890 10625 10625

DX1 DX2 DY1 DY2DX1 DX2 DY1 DY2

5990 5990 5990 9600 9100 6450

25150

9600 9100 6450

25150
FX1 FX2

5990

FY1 FY2 FY3 FY4

FX1 FX2 FX1 FX2 FX1 FX2

FY1 FY2 FY3 FY4

6460 6460 4200 4200

EX1 EX2 EY1 EY2EX1 EX2 EY1 EY2

DY1 1/200+2535通　軸組図 DY2 1/200通　軸組図 DX1 1/200通　軸組図 DX2 1/200通　軸組図

FX1 1/200通　軸組図 FX2 1/200通　軸組図FY1 1/200通　軸組図 FY2 1/200通　軸組図 FY3 1/200通　軸組図 FY4 1/200通　軸組図

EY1 1/200通　軸組図 EY2 1/200通　軸組図 EX1 1/200通　軸組図 EX2 1/200通　軸組図

GL

GL

GL

1FL

1FL

1FL

C21 C21 C21 C21 C21 C21 C21 C21

C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31 C31

C41 C41 C41 C41 C41 C41 C41 C41
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1
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3
5
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1
7
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0

006
S=1/200 訓練塔 軸組図

訓練塔B

訓練塔A

訓練塔C

SB39

SB39c

SCB25

SCB25

SP25
SP150

SP25
SP150

SP25
SP150

SP25

SB39

SB39

SB39

SB25

SB25 HB19

SP10 SP10 SP10 a SP10 SP10

6890

DX1 DX2

DY1 1/200通　軸組図

C21 C21

G21

SB30

SB30

SP25

SP20

SP20
SP200

SP200

1
0
0
0

SCG294

SCG244

特記なき限り下記による

．1

2 ．

梁符号は上階に倣う。

． ：鉄骨の現場継手位置

SP150

2535 8090 1030

SP150

SP150

SB25

SB25

1000

FC21

F22

FC21

F22

FC21

F21

FC21

F22

FC21

F22

FC21

F21

FC21

F21

FC21

F21

FG21 FG21 FG22 FG22FB12

FG31

FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31 FC31

FC31

FC31

FG31 FG31 FG31 FG32 FG33 FG34 FG32 FG33 FG34

FCG11

FG41 FG41 FG42 FG42

FC41 FC41 FC41 FC41 FC41 FC41 FC41 FC41

1
2
0 BPL下端

1
2
0 BPL下端

1
2
0 BPL下端

2535 8090

2460 1000

SP25

1530 1000 1000

SP150

SP150

SP150

SB25

SB25

SB25

a

SP10

a

シャッター受け
     -100x100x2.3

     -100x100x2.3

@1000

SP150

1630

SP150

F41 F41 F41 F41 F41 F41 F41 F41

F33 F33 F32 F32F34F34 F31 F31 F33 F34 F32 F31 F33 F34 F32 F31

a

3 ． ：  -100x100x2.3a

SP10

C

SP10

H-200x200x8x12

G31 G31

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

鉄骨梁天端

鉄骨梁天端

鉄骨梁天端

鉄骨梁天端

鉄骨梁天端

1
8
0

鉄骨梁天端

1
8
0

鉄骨梁天端

1
8
0

鉄骨梁天端

1
8
0

鉄骨梁天端

立上り壁
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X

Y

Y

X

符　号

断　面

ＢｘＤ

主　筋

フープ

12-D25

870x870

FC21

B

D

- D13@100

礎柱リスト 1/50

007
S=1/50訓練塔　基礎リスト・礎柱リスト

F21

1/50基礎リスト

1
3
0
0

1
2
5
0 6
2
5

6
2
5

1250

625625

7
-
D
1
3

7-D13

1-500 φ

1
1
0 5
0

6
0

6
0
0

F22

1
3
0
0

1
1
0
0 5
5
0

5
5
0

1100

550550

6
-
D
1
3

6-D13

1-400 φ

1
1
0 5
0

6
0

TOPフープ - D13

12-D25

800x800

FC31

- D13@100

- D13

12-D22

710x710

FC41

- D13@100

- D13

袴筋 D13@300（共通）

（
共

通
）

2
0
d

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

3-D13

L
2（

共
通

）

縦型(U型フック)
D13@200

い

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

3-D13

縦型(U型フック)

D13@200

い

横筋(フープ形状)
3-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(U型フック)

D13@200

い － 断　面い

横筋(フープ形状)
3-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(U型フック)

D13@200

い － 断　面い

6
0
0

F31

1
0
0
0

1
0
0
0 5
0
0

5
0
0

1000

500500

6
-
D
1
3

6-D13

1-267.4 φ

1
1
0 5
0

6
0

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

2-D13

縦型(U型フック)

D13@200

い

横筋(フープ形状)
2-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(U型フック)

D13@200

い － 断　面い

3
0
0

1000

500 500

2
2
0
0

3
5
0

3
5
0

8-D16

1
2
-
D
1
6

7
5
0

7
5
0

F32

1
2
0
0

1-267.4 φ

1
1
0 5
0

6
0

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

縦型(U型フック)

D13@200

い

3
0
0

2-D13

横筋(フープ形状)
2-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

1000

500 500

2
1
0
0

3
5
0

3
5
0

6-D16

1
1
-
D
1
6

7
0
0

7
0
0

F33

1
2
0
0

1-267.4 φ

1
1
0 5
0

6
0

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

縦型(U型フック)

D13@200

い

3
0
0

2-D13

横筋(フープ形状)
2-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

F34

1
3
0
0

3-267.4 φ

1
1
0 5
0

6
0

3
0
0

2000

350 350

2
2
0
0

3
5
0

3
5
0

7
5
0

7
5
0

867 433

柱芯

12-D16

1
2
-
D
1
6

横筋(フープ形状)
2-D13

い

縦筋(U型フック)

D13@200

2-D13

い － 断　面い い － 断　面い い － 断　面い

F41

1
0
0
0

9
1
0 4
5
5

4
5
5

910

455455

5
-
D
1
3

5-D13

1-216.3 φ

1
1
0 5
0

6
0

帯状筋(フープ形状)

横筋(フープ形状)

1-D13

2-D13

縦型(U型フック)

D13@200

い

横筋(フープ形状)
2-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(U型フック)

D13@200

い － 断　面い

3
0
0

縦筋(L型フック)

D13@200

帯状筋(フープ形状)

1-D13

横筋(フープ形状)
2-D13

帯状筋(フープ形状)
1-D13

縦筋(L型フック)

D13@200

縦筋(U型フック)

D13@200

C

700

3
5
0

3
5
0



中　央

@200

@200

@200D10

D10

D10

端　部

長　辺　方　向

@200D10

中  央

短　辺　方　向

D10D13

D10

D10D13

位　置厚　サ

180

符　号

S11

D10
S12 150

@200

@200

@200

端  部

@200上 端 筋

下 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

床版リスト

位 置

断 面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

符 号 FG21

全断

FG22

両端 中央

600x1200

 7-D25

 7-D25

-D13 @200

 4-D13

600x1200

 8-D25

 7-D25

-D13 @200

 4-D13

 4-D25

 7-D25

FG31 FG32 FG41 FG42

地中梁リスト 1/50

位 置

断 面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

符 号 FB11

全断

FB12

400x600

 3-D19

 3-D19

-D13 @200

 2-D13

FB13 FCB11

400x700

 4-D22

 4-D22

-D13 @200

 2-D13

400x1000

 3-D25

 3-D25

-D13 @200

 2-D13

400x1000

 4-D25

 3-D25

-D13 @200

 2-D13

 3-D25

 3-D25

FCG11

根元 先端

3-D25

4-D25

3-D25

3-D25

400x1000

2-D13

-D13 @200

根元 先端

B

6
0

5
0

D

梁主筋関係図

X方向上端筋
Y方向上端筋

X方向下端筋

Y方向下端筋Lo

LdLd

（dは主筋径）

・特記なき場合カットオフ長さ（Ld）はLo/4+15dかつ下表の値以上とする。

< カットオフ長さ（Ld）>

階数

符号
FG22

1 3400

地中梁カットオフ筋定着長

FG32

2900

FG34

2100

FG41

2000

FG33

2900

1/30立上がり壁配筋図

2-D13

D10 @200

D10 @150

GL

150

チドリダブル

 4-D22

 6-D22

 3-D25

 3-D25

 4-D25

 3-D25

両端 中央 中央端FX1 端FX2

備　考

型枠デッキ　t=1.2

型枠デッキ　t=1.2

S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事
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S=1/30,50訓練塔　 S=1/30,50訓練塔　地中梁リスト・床版リスト

両端 中央 全断

400x1200

 4-D22

 4-D22

-D13 @200

 4-D13

 3-D22

 3-D22

400x1200

 3-D22

 3-D22

-D13 @200

 4-D13

全断 中央

FG33

両端 中央

FG34

両端 中央

400x1200

 5-D25

 5-D25

-D13 @200

 4-D13

600x1200

 6-D25

 7-D25

-D13 @200

 4-D13

 4-D25

 7-D25

 7-D25

 7-D25

600x1200

 7-D25

 6-D25

-D13 @200

 4-D13

 4-D25

 6-D25

600x1200

 6-D25

 6-D25

-D13 @200

 4-D13

 4-D25

 4-D25

端FY1 端FY2

C

D13 @200

<屋内>

1
0
0

2
0
0

D13 @200

土間コンクリート配筋図
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備　考

1.鉄骨材質はSS400とする。

符　号

注）特記なき限り、

部　材

鉄骨リスト

1～5C21

1,2C41

1,2C31

RG21

5G21

2～4G21

RG22

5G22

3,4G22

RG31

2G31

2G32

RG33

2G33

RG32

RG41

2G41

GPL

(mm)
部　　　材符　号

HTB ピッチ

(mm)

WPL

（mm）

剛接合

小梁仕口凡例

ピン接合GPL

S
G
n
,
S
B
n

SB30 S
G
n
,
S
B
n

a-TYPE

S
G
n
,
S
B
n

剛接合

a-TYPE

S
G
n
,
S
B
n

SB30b
（SB30c）
<SB30d>

b-TYPE

(c-TYPE)
<d-TYPE>

SB30

a-TYPE b-TYPE e-TYPEc-TYPE d-TYPE

鉄骨小梁符号 SB○○

継手タイプ部材符号

未記入：a-TYPE
：e-TYPE

b：b-TYPE

c：c-TYPE

d：d-TYPE

<例>
SB30b

鉄骨：H-300x150x6.5x9

継手タイプ：b-TYPE

<ボルト1列>

10

ribPL

<ボルト2列>

10 10

60

凡例

（大梁） （大梁）

下フランジかた側切欠き 下フランジかた側切欠き

(方づえ位置に●印)

GPL

※GPLは小梁WebPLと同厚以上とする

継手タイプ
R加工

ribPL(GPLと同等)

取付く梁天端レベルが等しい場合

GPL

取付く梁天端レベルが異なる場合

小梁リスト 注）特記なき限り、1.鉄骨材質はSS400,SN400Aとし、○付はSM490A,SN490Bを示す。2.使用ボルト：F8Tとする。3.部材とribPL,GPLの材質は同じとする。4.ribPLは、GPLと同厚以上とする。5.端あきは40mmとする。6.HBは、横使いを示す。

Web.PLと同材質、同厚以上

m
w

nw

60

※ボルト1列の場合は nw を省略する

(mw x nw-径)

※ボルト1列の場合は nw を省略する

HTB

(mw-径)

ribPL ribPL

GPL GPL

ribPL(GPLと同等)

GPL

nw

m
w m
w

※ボルト1列の場合は nw を省略する

ピッチ

(mm)

ピッチ

(mm)

ピッチ

(mm)

ピッチ

(mm)

HTB

(mw x nw-径)

HTB

(mw x nw-径)

HTB

(mw x nw-径)

GPL

(mm)

GPL

(mm)

GPL

(mm)

<2面せん断> <方づえ>

1010

（大梁）（大梁）

60

45

100

ribPL

ribPL

nw nw

m
w m
w

GPL

2,WPL

     -400x400x16

     -350x350x19

     -300x300x16

H-390x300x 10x16

H-488x300x 11x18

H-588x300x 12x20

H-390x300x 10x16

H-488x300x 11x18

H-588x300x 12x20

H-340x250x  9x14

H-390x300x 10x16

H-340x250x  9x14

H-390x300x 10x16

H-488x300x 11x18

H-588x300x 12x20

H-244x175x  7x11

RG42

2G42

H-294x200x  8x12

H-244x175x  7x11

H-294x200x  8x12

ベースパック　40-16R

ベースパック　35-19R

ベースパック　30-16V

PL-6

1/20補剛材要領図

60
PL-6　HTB　2-M16

Gn

tn

009
S=1/20

（BCR295）

（BCR295）

（BCR295）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

備　考符　号 部　材

SCG25

SCG244

SCG294

SCB25

SCB244

H-250x125x  6x 9

H-244x175x  7x11

H-294x200x  8x12

H-250x125x  6x 9

H-244x175x  7x11

t1      -100x 50x  5x 7.5 PL-6 HTB 2-M16

H-340x250x 9x14

H-244x175x 7x11

H-396x199x 7x11

H-300x150x6.5x 9

H-250x125x 6x 9

H-200x100x5.5x 8

H-350x175x 7x11

PL - 9

PL - 9

PL - 9

PL - 6

PL - 6

PL -12

PL - 9 70

80

70

70

70

60

60

4-M20

4-M20

2-M20

3-M22

3-M20

3-M16

2-M16

4x

3x 80

702-M20

2-M22

SB20

SB25

SB30

SB35

SB39

SB340

PL - 9

PL -12

SB244

H-198x 99x4.5x 7 PL - 6 602-M16HB19

訓練塔　鉄骨リスト・小梁リスト

SBn

2G22 H-588x300x 12x20 （SN490B）

（SN400B）

（SN400B）

2.使用ボルト：F8Tとする。

C

a
SP10

2PL-4.5　中ボルト　2-M12

a      -100x100x2.3
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符　号 部　材

仕　口

type
GPL(mm)

mw x nw - 径

柱　脚

A.BOLT
(ｍｍ）

備　考

H-200x100x5.5x 8

type
BPL - t x A x B (ｍｍ）

dtx dtyBPL(ｍｍ）

本数 - 径

HTB
PL- t x B

H-150x150x  7x10

H-200x200x  8x12

a

c

a

9

12x150

12

2-M16

2-M20

2-M20

A

A

A

12x220x240

12x220x190

12x240x240

2-M20

2-M16

2-M20

50

50

50

-

-

-

1.鉄骨材質はSS400とし、〇印はSM490Aとする。注）特記なき限り、 2.使用ボルトは、F8Tとする。 3.A.BOLTの材質は、SS400とする。

4.GPL、BPL、TOPPLは、母材と同材質とする。 5.TOPPLは、GPLと同厚以上とする。
間柱リスト

仕　口

柱　脚

a-TYPE b-TYPE c-TYPE d-TYPE e-TYPE

A-TYPE B-TYPE C-TYPE D-TYPE E-TYPE F-TYPE

L

BPL下端

無収縮モルタル

3
0

M16:L=320
M20:L=400
M22:L=440
M24:L=480

ダブルナット締め

1
0

mw

ribPL ribPL

1
0

mw

n
w

ribPL

mw

1
0

n
w

   nw を省略する
※H形鋼の場合は

  フランジをカットする

B

※ボルト1列の場合は

ribPL

mw

1
0

n
w

A

B

B
/
2
B
/
2

dtx dtx

A

B

d
t
y

d
t
y

dtx dtx

A

B

d
t
y

d
t
y

dtx dtx

B
/
2

B
/
2

d
t
y

d
t
y

A

B

A/2 A/2

A

B

dtx dtx

A

B

d
t
y

d
t
y

dtx dtx

d
t
y

d
t
y

TOPPL

1
0

1
0

ribPL

アンカーボルト

HTBの間隔と端あき

HTB 間隔 端あき

M16 60 40

M20 70 40

M22 80 40

SP20

SP150

SP200

010
S=1/30訓練塔　間柱リスト・ブレースリスト

スタッドジベル要領図

コンクリートスラブの縁辺から

スタッドジベルの軸心までの距離は100以上とすること。

コンクリート止め鋼板が

梁巾B床版 使用箇所 本数-径@ピッチ G h

B<250

B≧250

40mm以上

h h

100mm以上確保すること

3
0
m
m
以

上
か

ぶ
り

厚
さ

へりあき
確保すること 40mm以上

へりあき

コンクリート止め鋼板G:ゲージ（軸径の5倍以上）

100mm以上

なお、振り分けたスタッドジベルの間隔は、軸径の7.5倍以上とする。

干渉するスタッドジベルは、同本数を両側へ振り分ける。

梁フランジのスプライスPLと

100

P:ピッチ（軸径の7.5倍)

鉄骨梁フランジ天端にある場合。

大梁
B≧250

B＜250
全て

2-19φ @200

1-19φ @200
110

-

120

梁巾B使用箇所 本数-径@ピッチ

小梁
B≧250

B＜250

2-16φ @300

1-16φ @300

G h

110
-

120

100以上

1/30鉄骨階段詳細図

BPL-16

(フック付)
(二重ナット締め)

A.BOLT 2-M16 L=400

 t=40モルタル

PL-4.5

内 PL-12×250

受筋 2-9φ

PL-12 HTB 3-M20

8
5

5
0

 t=40

WM-3.2φ×50×50

L-50×50×6 @500
根太

PL-12×300

無収縮モルタル

－ 断　面い

い

ろ

グラインダー仕上げ

WM-3.2φ×50×50

外 PL-12×345

PL-4.5

モルタル
PL-9

3
0

4
0

1
3
5

2
5

350

60
23060

1212

PL-4.5
グラインダー仕上げ

1FL

4
0
0

い

断　面ろ

い

TYPE1S本数-径

（mm）

必要溶接長（mm）

ガセットプレート

符　号
（ネジの呼び）

サイズ

高力ボルト

P

ピッチ

平鋼製切板製

羽子板

（mm）

e2 厚さ x 必要幅

gt B

（mm） （mm）

すみ肉サイズ

（mm）

TYPE2 TYPE3

1 2+

ガセットプレート種類

ガセットプレート形状

TYPE1 TYPE2 TYPE3

e=40

2S
以
上

2S
以
上

S

2

1

S

S

e P
e
2 B S

ブレースリスト

鋼材：SS400級、使用ボルト：F8TJISターンバックル筋かい

板厚

bt

（mm）

-1-M16M16 28 25 8x9 70 80 56 726HV1

SP25 H-250x125x  6x 9 a 9 3-M16 A 12x220x290 2-M20 50 -

SP10      -100x100x2.3 e 9 2-M16 F 9x130x300 2-M16 65 50

C
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011
S=1/-訓練塔　梁継手リスト

g3g2g1

g1 g3

g2g2

g3

g
3

g
3

g
2

g
1 g
2

B
=
3
0
0

g1 g3g3

g
3

g
1

g
3B
≦

2
5
0

e e
e1e1

10

・フランジ・ウエブは、同径のボルトとする。

40

35

35

50

40

35

30

25

22

40

70

90

56

75

90

105

120

150

150

140

140400

350

300

250

200

175

150

125

100

ボ　　　ル　　　ト

24

22

18

B穴径呼　び

M22

M20

M16

200 120 40

150 90 30

剛　接　合

e
60 60e

10e
e

SPL-3

nw

m
w

e
P

e
P

m
w

SPL-3

nw

e
60 60

60
e 10e
60

N1

e
P

e
P

SPL-1

SPL-2

e
10e
e

３．

鉄　骨　共　通　事　項

45
e 10e
45 N1

SPL-1

SP-2

SS400

SN400B

PL -12x300x350

PL -12x250x410

PL - 9x200x410

PL - 9x175x290

PL -16x100x290

PL - 9x150x290 2PL - 9x 60x290

H-900x300x16x28

H-800x300x14x26

H-700x300x13x24

H-692x300x13x20

H-588x300x12x20

H-582x300x12x17

H-488x300x11x18

H-482x300x11x15

H-440x300x11x18

H-390x300x10x16

H-340x250x 9x14

H-294x200x 8x12

H-244x175x 7x11

H-194x150x 6x 9

H-148x100x 6x 9

2PL - 9x440x290

2PL - 9x440x290

2PL - 9x320x170

2PL - 9x320x170

2PL - 9x320x170

2PL - 6x320x170

2PL - 9x260x170

2PL - 6x260x170

2PL - 6x260x170

2PL - 6x260x170

2PL - 6x200x170

2PL - 6x200x170

2PL - 6x170x290

2PL - 6x170x290

2PL - 6x140x170

2PL - 6x140x170

2PL -16x 70x410

2PL -12x 80x410

2PL -12x 70x410

2PL -12x 80x410

2PL -12x 80x410

2PL -12x 70x410

2PL - 9x 80x410

2PL - 9x 70x410

2PL - 9x 70x290

2PL - 9x 65x290

2PL - 9x 60x290

2PL - 9x 55x290

PL -12x200x410

PL -12x199x410

PL -12x200x410

PL -12x199x410

PL -12x200x410

PL - 9x199x410

PL - 9x200x410

PL - 9x199x410

PL - 9x175x290

PL - 9x174x290

PL - 9x150x290

PL - 9x149x290

PL -12x125x410

PL -12x124x410

PL -16x100x290

PL -12x 99x290

H-600x200x11x17

H-596x199x10x15

H-496x199x 9x14

H-450x200x 9x14

H-446x199x 8x12

H-400x200x 8x13

H-396x199x 7x11

H-346x174x 6x 9

H-300x150x6.5x 9

H-298x149x5.5x 8

H-250x125x 6x 9

H-248x124x 5x 8

H-198x 99x4.5x 7

H-175x 90x 5x 8

H-200x100x5.5x 8

H-150x 75x 5x 7

H-500x200x10x16

H-350x175x 7x11

605x1

1x2M164M16

1204x2

5x16

120

3x1

60

60

605x1

9x1

7x1

10

7x1

9x1

10x1

12x1

5x1

3x1

3x1

3x1

2x1

2x1

5x1

3x1

3x1

2x1

2x1

2x2

2x2

2x1

5x1

5x1

4x1

4x1

4x2

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

60

90

90

120

60

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

6

6

6

6

8

8

8

8

12

10

10

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20 60

M16 60

M20 4

M16 4

6M20

6M22

8

M20

60M22

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

M20 90

M20

M16 60

M16 90

M16 90

60M16

6

6

6

6

6

4

M20 4

M20 4

M16 4

M16

M16 6

M16 4

60M164M16

※

2PL -12x740x170

2PL -12x620x170

2PL - 9x560x170

2PL - 9x560x170

2PL - 9x440x170

2PL - 9x440x170

2PL -12x320x170

2PL -12x320x170

2PL - 9x320x170

2PL - 9x260x170

2PL - 9x200x170

2PL - 9x200x170

2PL - 9x140x170

2PL - 6x140x230

2PL - 6x 80x290

2PL -22x110x620

2PL -19x110x530

2PL -19x110x530

2PL -19x110x530

2PL -16x110x440

2PL -16x110x440

2PL -12x110x440

2PL -12x110x440

2PL -12x110x440

2PL -12x110x350

2PL -12x100x410

2PL - 9x 80x410

2PL - 9x 70x290

PL -19x300x620

PL -19x300x530

PL -19x300x530

PL -19x300x530

PL -12x300x440

PL -12x300x440

PL -12x300x440

PL -12x300x440

PL -12x300x440

H. T. B.

ウ  ェ  ブ

H. T. B.

径 N1

フ  ラ  ン  ジ

径

ウ  ェ  ブ

P P

H.  T.  B.

径

剛　接　合 ピ  ン  接  合

(A)

部　　　材
梁

'02.05.01付

SN490B

SM490A

M16 6 M16 60

6M16

8M16

M16

6M16

4M20

4M20

4

6

6

6

8

8

M16 60

90M16

90M16

60M16

M20

90M20

60

90

60

60

90

90

60

90

60

60

M22 60

M20

10

M22 8

M20 6

6M16

4M20

60M16

60M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

14

14

16

10

10

10

10

8

8

8

8

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

120

60

90

90

120

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

6x2

4x1

3x2

3x2

6x1

3x1

2x2

2x2

2x2

2x1

3x1

3x1

6x1

2x2

2x2

2x2

3x2

3x2

5x1

10x2

7x2

6x2

5x2

14

5x2

6x2

6x1 60

90

90

3x2

60

8 6x1

6x2 60

M16 6 M16 1x3

※

3x2 120

H-350x175x 7x11

H-500x200x10x16

H-150x 75x 5x 7

H-200x100x5.5x 8

H-175x 90x 5x 8

H-198x 99x4.5x 7

H-248x124x 5x 8

H-250x125x 6x 9

H-298x149x5.5x 8

H-300x150x6.5x 9

H-346x174x 6x 9

H-396x199x 7x11

H-400x200x 8x13

H-446x199x 8x12

H-450x200x 9x14

H-496x199x 9x14

H-596x199x10x15

H-600x200x11x17

PL -12x 99x410

PL -16x100x410

PL -12x124x530

PL -12x125x530

PL - 9x149x410

PL - 9x150x290

PL - 9x174x290

PL - 9x175x290

PL - 9x199x410

PL - 9x200x410

PL - 9x199x410

PL -12x200x530

PL -12x199x530

PL -12x200x530

PL -12x199x530

PL -12x200x530

2PL - 9x 55x410

2PL - 9x 60x290

2PL - 9x 65x290

2PL - 9x 70x290

2PL - 9x 70x410

2PL - 9x 80x410

2PL -12x 70x410

2PL -12x 80x530

2PL -12x 80x530

2PL -12x 70x530

2PL -12x 80x530

2PL -16x 70x530

2PL - 6x140x170

2PL - 6x140x290

2PL - 6x170x290

2PL - 6x170x290

2PL - 6x200x290

2PL - 6x200x170

2PL - 6x260x170

2PL - 6x260x170

2PL - 6x260x170

2PL - 9x260x290

2PL - 6x320x290

2PL - 9x320x290

2PL - 9x380x170

2PL - 9x380x170

2PL -12x380x290

2PL -12x380x290

H-148x100x 6x 9

H-194x150x 6x 9

H-244x175x 7x11

H-294x200x 8x12

H-340x250x 9x14

H-390x300x10x16

H-440x300x11x18

H-482x300x11x15

H-488x300x11x18

H-582x300x12x17

H-588x300x12x20

H-692x300x13x20

H-700x300x13x24

H-800x300x14x26

H-900x300x16x28

2PL - 9x 60x410PL - 9x150x410

PL -16x100x410

PL - 9x175x290

PL - 9x200x410

PL -12x250x530

PL -12x300x440

PL -12x300x530

PL -12x300x530

PL -12x300x530

PL -12x300x530

PL -12x300x530

PL -19x300x710

PL -19x300x710

PL -19x300x710

PL -19x300x800

2PL - 9x 70x290

2PL - 9x 80x410

2PL -12x100x530

2PL -12x110x440

2PL -12x110x530

2PL -12x110x530

2PL -12x110x530

2PL -16x110x530

2PL -16x110x530

2PL -19x110x710

2PL -19x110x710

2PL -19x110x710

2PL -22x110x800

2PL - 6x 80x410

2PL - 6x140x350

2PL - 9x140x290

2PL - 6x200x290

2PL - 9x200x290

2PL - 9x260x290

2PL - 9x320x170

2PL - 9x380x170

2PL - 9x380x170

2PL - 9x440x290

2PL - 9x440x290

2PL -12x530x290

2PL -12x530x290

2PL -12x620x290

2PL -16x620x290

H. T. B. H. T. B.

ウ  ェ  ブ

(A)

ピ  ン  接  合剛　接　合

径

H.  T.  B.

PP

ウ  ェ  ブ

径

フ  ラ  ン  ジ

N1径

梁
部　　　材

（'04.05 更新）

梁継手リスト（Ｈ形） 注）特記なき限り、1.鉄骨構造標準接合部（SCSS-H97）による。 2.部材とSPLの材質は同じとする。

但し※印部材のウェブは

 フィラープレートを挿入すること。

４．端あきe=40とする。

２．高力ボルトの孔径は公称軸径d1+2mmとする。

１．部材接合面に１mmを超えるはだすきが

材
　
　
質

使
用
部
材

SPL. PL

SPL-1 SPL-2 SPL-3mw x nw

SPL. PL SPL.PLG.PL

    生じる場合には、接合面に

ｅ1=70とする。

mw x nw

材
　
　
質

使
用
部
材

SPL. PL

SPL-1 SPL-2 SPL-3mw x nw

SPL. PL SPL.PLG.PL

mw x nw

3.使用ボルト：F8T

C
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備　考

1.鉄骨材質はSS400とする。

符　号

注）特記なき限り、

部　材

鉄骨リスト

SP71

SG71

SCG30

SB20

HV1

母屋

     -250x250x 9

H-300x150x6.5x 9

H-300x150x6.5x 9

H-200x100x5.5x 8

     -100x 50x  5x 7.5 PL-9 HTB 2-M16

（BCR295）

（SN400B）

（SN400B）

主　筋

フープ

12-D19

650

6
5
0

- D13@100

PL-9 HTB 1-M16

PL-6 HTB 2-M16

1-M16 (ターンバックル締め)

S構造A1×1/2

坂東消防署庁舎建設工事

A1×1/2
50,100給油施設 構造図

1
2
0
0

3
0
0
0

1000 3200 1000

3200

3200 2955 3000

2
5
0
0

1
2
5
0

1
2
5
0

5200

16001000

4
0
0

27-D13

1
3
-
D
1
3

F71

1/50基礎リスト

5
0

10001600

4
4
0
0

1
2
0

GL

鉄骨天端（水上）

鉄骨天端（水下）

F71 F71

GY1 1/50通　軸組図 GX1 1/50通　軸組図GX2,

SP71 SP71 SP71

SG71 SCG30SCG30

F71

SG71

SB20

SB20

S
C
G
3
0

S
C
G
3
0

S
C
G
3
0

S
C
G
3
0

HV1

HV1

基　礎　伏　図 1/100

屋　根　伏　図 1/100

一般基礎下端：． GL-2100

特記なき限り下記による

1

2
0
01
7
0
5 1
0
0
5

1
2
5
0

1
2
5
0

2
5
0
0

GY1

200

1705

1005

     -100x50x5x7.5 @1000以下
母屋

72006200

1250

1200

GX1 GX2

GX1 GX2

GX1 GX2 GY1

1
6
7
0

BPL下端

鉄骨梁天端：

特記なき限り下記による

3

1

2

．

．

屋根勾配なりとする。

鉄骨の現場継手位置は柱芯より800とする。

． ：折板の敷き方向

40
40

40

170

4
0

2
0
0

1
2
0

4
0

10
40

継手リスト

H-300x150x6.5x 9

HTB 2-M20

2PL-6x200x170

2PL-9x60x290

HTB 4-M20

PL-9x150x290

40 60 40

290

40
60 10

403
0

1
5
0

9
0

3
0

2955

2
0
0
0

GL

F71

200

1705

1005

1250

1
6
7
0

GY1

- D13SP71

い

断　面い

BPL下端

3
0

(フック付)
(二重ナット締め)

A.BOLT　4-M16　L=400

BPL-16

1
7
5
1
7
5

3
5
0

175175

350

無収縮モルタル

2
1
0
0 1
8
5
0

2
5
0

200

2-D13

D10@1000以内
巾止筋

D13 @200

D13 @200

D13 @200

D13 @200

2-D134-D13

1/20

根巻天端

SP71 SP71

4
2
0
0

GY1

16600

Y

Y

XX

袴筋 D13@300

Y

Y

XX

5
0
0

S=1/20,30

500

コンクリート強度：Fc＝24N/mm2 ．
2

500

支持層はローム層とし、平板載荷試験より地耐力Fe=60kN/㎡を確認すること。3 ．

L2

001D

7
0
0

5
0

7
0
0

砕石


